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大根と厚揚げの煮物
✿ 材料＜４人分＞
○大根　　 　
○にんじん
○厚揚げ
○しょうゆ
○砂糖
○みりん　　　　
　　    　　　 
✿ 作り方
①　大根は半月切りにし、厚揚げは食べやすい大
　　きさに切る。にんじんは拍子木切りにする。
②　鍋に大根・厚揚げ・にんじんを入れ、具が隠
　　れる程度の水と調味料を入れ、ゆっくりと煮
　　含める。

食育
推進

　季節ごとの行事やお祝いの日に食べる特別の料理を
『行事食』といいます。行事食には家族の幸せや健康
を願う意味がこめられており、旬の食材の働きを上手
に体に取り入れる工夫がされています。これからの季
節の行事食には、寒い冬を元気に過ごす為の知恵が隠
れています。

行事食で
　冬を元気に！！Interviewer

小形　繁
しげゆき

之さん
　　　（下平柳）
　　　　　　

▼これまでの歩み
　小形家では、水稲のほかＷＣＳ、牧草を栽培してい
るほか、子牛の生産も行ってます。

　畜産部門を私が、田んぼに関わることは、父と私で
協力しながら作業を行っています。

▼農業に従事するきっかけ
　私が農業に従事するようになって今年で 4 年目を迎
えました。小さいころから牛を飼っていたので、よく
牛小屋で父の手伝いをしたり、田んぼでわら集めをし
て、それを牛に食べさせたりと、田んぼも、牛の世話
も凄く身近でした。
　そのため、子どものころから「いずれは農家を継ぐ
のかな」と、ずっと考えていて、まずは乳牛関係の仕
事で一年間働きましたが、いずれ農業をするのなら若
いうちからと思い、その翌年から専業農家として働い
ています。

▼農業の面白さ、難しさ
　田んぼでいえば、春から種をまき、田植えをして、
その後も草刈りや水管理など、とにかく手をかけてき
たお米を収穫しているときが、一番うれしいです。
　子牛についても、自分が一生懸命育てた牛が、市場
で高い評価をもらえたときは本当にうれしいです。
　子牛を出荷するときは、何とも言えないさびしい気
持ちになるときもありますが、そこは割り切って、一
生懸命育てています。

▼青年部活動
　地区の青年部では、小学生と一緒にお米や野菜を育
てて、食べる「食農教育」を行っています。
　今年、収穫したジャガイモを小学生と一緒に食べた
とき、「いつも食べるじゃがいもよりも、格別におい
しい」と言ってもらえたとこがすごくうれしくて、食
農教育にやりがいを感じました。

▼最後に
　今はまだ、すべての作業を 1 人でこなすことができ
ないので、まずはすべての
作業を自分の力でやり遂げ
たいです。
　そのうえで、子牛の増頭
や、田んぼの規模拡大を視
野に入れて取り組んでいき
たいです。

◆ シ リ ー ズ ７  ～ 農 業 編 ～
明日へのバトン
みらい

子どもの「おいしい！」が一番！
体を温める作
用のある根菜
類を豊富に含
んだ一品

４００ｇ
１００ｇ
１枚
大さじ３
大さじ３
大さじ１

冬至かぼちゃ（今年の冬至は１２月２２日）
　「ん」のつく食べ物を食べ、運を呼び寄せるとされ
ます。主に南瓜（別名：なんきん）や地域によっては
大根を炊いて食べます。

七草粥（１月７日）
 　七草とは、芹・なずな・ごぎょう・はこべら・ほと
けのざ・すずな・すずしろの七種のことで、新年にあ
たり野草を食べるとその強い生命力にあやかり長生き
ができるとされます。
　
　どちらも野菜の少ない冬に不足
しがちなビタミンを補うための知
恵だといわれます。
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　１２月１日、玉庭保育所でおゆうぎ会が行われ、１１人の園児たちが笑
顔いっぱいで歌や踊りを披露しました。
　写真は、女の子たちで結成された「未来形アイドル」
　５人のアイドルたちは、カラフルな衣装に身を包み、かわいらしいダン
スを披露しました。

主な内容

かわにしかわにし

冬に備える P2～３

マイナンバー関連
P6～7軽自動車税が変わります
P8

川西女性議会開催 P２4～２5

未来形アイドル結成

12
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…１１月分届出…

　　　　４人

　　　　  　１１人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１2月の町税等 川西町の人口

１2・1月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

1月1２日㈫・2５日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
特設人権相談 1月6日㈬

午後１時３０分～４時
健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

1月１３日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 1月２０日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

１月

16,142 人（－ 10）
男　　　7,899 人（－　2）
女　　　8,243 人（－  ８）
世帯数　5,172 世帯 (+ ７)

※ 11 月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字

青木　美智 ８１ 大　塚
須貝　政司 ８４ 小　松
井上　美喜 ８５ 中小松
米野　宮次 ８６ 中小松
金子　光子 ９５ 上小松
小関せつ子 ８３ 上小松
米野　英一 ８１ 中小松
田中ま　よ １０１ 上小松
新野　次男 ５７ 朴　沢
鈴木　　均 ８９ 洲　島
甲原　利光 ７５ 上小松

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　２組
新郎　　　　　　　新婦 大字

島貫　　航 ♥ 市川　瑠里 吉　田

齋籐　千将 ♥ 梅津　裕苗 時　田

●町・県民税（４期）
●国民健康保険税（６期）
●介護保険料（６期）
●後期高齢者医療保険料（６期）
●上下水道使用（１１月使用分）
口座振替日　１２月２５日㊎
納付期限　　１２月２５日㊎

※「よろこび かなしみ」の掲載につ
いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

諏訪　龍
りゅうだい
大 男 博昭・ 彩 上小松

渡部　聖
せ な
渚 男 公爾・ 愛 上小松

堀　　結
ゆいと
聖 男 直人・侑里子高　山

勝見　嘉
よしと
斗 男 嘉之・ 佳奈 下小松

期　間 当番店（社） 電話番号
１２月１４日
～２０日

㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１２月2１日
～2７日

㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業株 ☎４２－４１１１

１２月２８日
～３０日

㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

１２月３１日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１月１日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

期　間 当番店（社） 電話番号
１月２日

㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業株 ☎４２－４１１１

１月３日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

１月４日
～１０日

㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１月1１日
～１７日

㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１月1８日
～２４日

㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業株 ☎４２－４１１１
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安全な雪下ろしに努めましょう！
　１月２２日㈮～２月７日㈰は、「雪害事故防止週間」
です。
　雪による事故被害の原因でもっとも多いのは、自宅
など建物の屋根の雪下ろし中の事故で、全体の約７割
を占めており、特に高齢者の方が事故に遭うケースが
多くなっています。
　次のポイントに注意して、雪下ろし作業は安全に行
いましょう。
　　～安全な雪下ろし作業『７つのポイント』～
①作業は２人以上で！

（やむを得ず一人の時は携帯電話を携帯して）
②服装は濡れないもの汗をかきすぎないもの

（防水・防汗）
③はしごはしっかり固定！
　（足元も先端も。角度は７５度に）
④高所作業（２ｍ以上）　では命綱
　は必須！
⑤道具はスキルに合わせて！メンテ
　もしっかり！
⑥気温が高い時は屋根の雪のゆるみ
　に注意！
⑦体調管理は万全に

（準備運動で体を温める。早めの水分補給）
また、除雪機での作業も十分注意しましょう！！
問山形県市町村課☎０２３－６３０－２２３４

油流出事故に注意！
　冬期間は、灯油などを使う機会が多くなります。
　今年度は、町内で既に４件の油流出事故が発生して
おり、消防署や警察、県の機関が出動しています。
　油の流出は、河川の水質や動植物の生態系に大きな
影響を与えるばかりでなく、事故を起こしたご家庭に
とっても経済的に大きな負担となる場合があります。
★油流出事故を防ぐための心がけ！
◎その場を離れない・目を離さない
　ホームタンクなどから給油をする際は、絶対にその
　場を離れないようにしましょう。
◎定期点検を怠らない
　配管やホームタンクの定期点検に努めましょう。
※万が一油流出があった場合はすぐ連絡してください
問町住民生活課生活環境グループ ☎４２－６６１８
問川西消防署 ☎４２－３７００

雪下ろし講習会開催（参加無料！）
　命綱などの装備品を実際に使いながら、安全な雪下
ろしの方法を学ぶ講習会を開催します。
■ 日　時　平成２８年１月１９日㈫
　　　　　 午後１時～３時３０分
■ 場　所
　 ①座学…中央公民館　視聴覚室
　 ②実技…役場北側倉庫
※初めに座学講習を行った後、実技講習を行います。
■ 講　師　長岡技術科学大学　教授　上村　靖司氏
　　　　　 宮沢雪プロジェクト　　　二藤部久三氏
■ 定　員　約２０名程度
■ その他　雪下ろしができる服装
　　　　　 でご参加ください。
■ 締切り　平成２８年１月８日㈮
　申込・問合せ先はこちら
　山形県市町村課　☎０２３－６３０－２２３４
　町企画財政課政策調整グループ☎４２－６６９５

町報かわにし　2平成２７年１２月１５日 町報かわにし　28平成２７年１２月１５日

フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日
※ 12 月～ 3 月平日の閉館時間が変わります。

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『きょうだいコンプレックス』　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　岡田尊司　著　幻冬社刊

●１月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

『クリスマスのおばけ』
　　　　　　　　　　　　　　せなけいこ作・絵　ポプラ社　刊

　同じ境遇を分かち合ってきたきょうだい
なのに、他人のはじまりと言われ、ライバ
ル視や、骨肉の争いが起こることもある。
　親子関係でさえ危うい昨今、きょうだい
の関係は希薄にならざるをえないのかもし
れない。生まれた順やきょうだいの組み合
わせによって様々な見方がされている性
格。きょうだいのいる人はもちろん、いな
い方もこれからのヒントになれば…。

　クリスマスの日はうれしい日。だけど、
おばけのこどもはどうでしょう。夜中に
でてくるおばけのこどもに、プレゼント
を考えた女の子。さて、何をプレゼント
したのでしょうか。おばけといっしょに
楽しいクリスマスを～。

●遅筆堂文庫読書会
　１月１０日（日）午後 2時～　

●おはなし会
　１月９日㈯１１：００～１１：３０
　きらきらさんによる紙芝居と絵本の読み聞かせ

●オススメ本コーナー
　「2016年は　国際豆年！」
　紅大豆をはじめ、豆に関する本をたくさん展示
　します。

【日 時】12 月 23 日（水・祝）　
　午後４時開場、４時３０分開演

【会 場】
　フレンドリープラザ ･ ロビー

【料 金】一　　  般　2,500 円
　　　  PLA's 会員　2,000 円
　　　  25 歳未満 　1,000 円
　　　  高校生以下　無　　料

12/23（水・祝） フレンドリークラシック２０１５
 クリスマスに贈る雪の中のクロイツェルソナタ

　『クロイツェルソナタ』とはベートー
ヴェンが作曲したヴァイオリンソナタ
第 9 番の通称です。ピアノとヴァイ
オリンが自由奔放かつ華麗に、雄大で
スケールの大きな音楽を紡いでいきま
す。
　演奏は、仙台フィルハーモニー管弦

神谷未穂＆松川儒デュオリサイタル

春待ち音楽祭２０１６出場者募集
　雪解けがはじまり春の足音を感じる２月 27
日㈯ ･28 日㈰の２日間、フレンドリープラザ
を会場に、町内外からかわいい手作り雑貨のお
店やおいしい食べ物いっぱいのお店が集う「春
待ちマルシェ２０１６」が開催されます。
　そして同日、プラザのホールで音楽愛好家の
皆さんに、腕前を存分に発揮していただく音楽
イベント『春待ち音楽祭』を開催します。
　春を待ち望む置賜の人、春待ちマルシェに集
うお客さんにステキな音楽を届けましょう。

■ 開催場所　フレンドリープラザ　ホール 
■ 募集内容　一般・学生、団体・個人を合わ
　　　　　　 せて１０団体程度
＊演奏形態、ジャンルは問いません。
＊演奏時間は 1 団体４５分 ( デハケを含めて )
　を上限とする予定です。
■ 募集期間　平成２７年１２月１６日㈬～
　　　　　　 平成２８年　１月１７日㈰
■ 料　　金　出場、入場ともに無料
■ そ の 他　お問合せはメールでお願いしま
　　　　　　 す。メールがご使用になれない
　　　　　　 場合は電話でも受付けます。

楽団コンサートマスター・ヴァイオリン奏者の神谷未穂
さんと、ソロピアニストとして、また、室内音・声楽伴
奏で貴重なアンサンブルピアニストと
して活躍されている松川儒さんです。

　至福の夕べを、

　　友人 ・恋人 ・家族 ・ お友達と

　　　　　　　　　　　　　　　　ご一緒に。

③
路
上
駐
車
、

夜
間
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　路
上
駐
車
は
道
路
除
雪
や
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
夜

間
の
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の

遅
れ
や
除
雪
が
で
き
な
く
な
る
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
除
雪
作
業
時
間
帯
に
つ
い
て

　
除
雪
作
業
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ

く
早
い
時
間
帯
に
実
施
す
る
よ
う
に

努
め
ま
す
が
、
降
雪
時
間
や
積
雪
状

況
、
除
雪
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
遅
速
が

出
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

②
排
土
砂
作
業
に
つ
い
て

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
田
畑
に
砂
利

が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
く
等
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

③
空
き
地
を
利
用

さ
せ
て
く
だ
さ
い

　
集
落
内
の
除
雪
に
つ
い
て
は
雪
捨

て
場
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
空
き
地

を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。
車
を
運
転
す

る
際
は
、
車
間
距
離
を
十
分
に

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
の
方

は
、
除
雪
車
か
ら
距
離
を
置
い
て

歩
行
し
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

②
雪
を
道
路
に
捨
て
な
い

　屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
や
宅
地

内
に
あ
る
雪
は
、
道
路
（
消
雪
道

路
）、
歩
道
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
道
路
が
狭
く
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
路
面
に
凹
凸

が
で
き
、
歩
行
者
（
特
に
通
学
中

の
児
童
）
や
車
の
交
通
の
妨
げ
の

原
因
に
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

各
自
治
会
内
で
注
意
を
呼
び
掛
け

合
う
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　町
で
は
安
全
・
安
心
な
冬
期
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
万
全
な
除

雪
体
制
を
と
っ
て
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
町
の
除
雪
は
す
べ
て

業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
新
積
雪
の
深
さ
が
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に

な
る
と
出
動
し
ま
す
。

　ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
に
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④
防
火
施
設
や

ご
み
収
集
所
の
除
雪

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
ご
み
収
集
所
等
の
施
設
の
除

雪
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
工
作
物
の
破
損
に
つ
い
て

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
工
作
物
の
破

損
を
受
け
た
場
合
は
、
町
地
域
整
備

課
建
設
管
理
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●国道１１３号
　国土交通省米沢国道維持出張所 
　☎０２３８－３７－５３００
●その他の国道 ･ 県道
　置賜総合支庁建設部 道路計画課
　☎０２３８－２６－６０８０
●町道
　町地域整備課 建設管理グループ
　☎４２－６６４７

米
坂
線

↑
至 

犬
川
駅

県道南陽川西線

矢ノ目
公民館

至 犬川小至 大塚

ＪＡ山形おきたま
川西中央カントリー

犬　川

県道高畠川西線 至 高畠→

至 南陽→

矢
ノ
目
橋

犬
川
橋

県
道
上
伊
佐
沢
川
西
線

川西中

問町地域整備課建設管理グループ（道路管理チーム）☎４２－６６４７

今年度の雪捨て場について
　今年度の雪捨て場は、昨年度同様に「矢ノ目橋」下流右岸と「諏訪橋」
下流左岸の計２箇所を雪捨場として確保していますのでお知らせします。
★排雪時間は、午前８時から午後５時までです。
《注意事項》
・雪捨場内の事故については、責任を負いません。
・「諏訪橋」下流左岸については、ダンプ２ｔまでとします。
　また大型車での雪捨てを禁止します。
・雪以外の土砂及びゴミ等の搬入は禁止します。

諏
訪
神
社

←玉庭

県 道 川 西 小 国 線諏訪橋
羽前小松駅→

犬川

諏訪橋下流左岸
県
道
椿
川
西
線

↑
飯
豊
町

●  

●  

●
問
い
合
せ
先
●  

●  

●
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▼
国
内
乗
継
加
算
：
国
内
へ
乗
継

　利
用
し
た
場
合
、
上
記
助
成
額

　に
１
名
に
つ
き
往
復
１
０
０
０

　円
を
加
算
（
片
道
利
用
は
　
　

　５
０
０
円
）

※
乗
継
ぎ
の
利
用
は
、
出
発
日
と

　同
一
日
中
と
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
：
助
成
人
数
に
限
り

　が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電

　話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
町
ま
ち
づ

　く
り
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

　さ
い
。
そ
の
後
、各
自
ご
予
約
、

　お
支
払
い
の
う
え
航
空
便
を
ご

　利
用
く
だ
さ
い
。

　搭
乗
後
、
所
定
の
「
助
成
金
交

　付
申
請
書
」
に
搭
乗
券
ま
た
は

　搭
乗
案
内
を
添
付
し
、
町
ま
ち

　づ
く
り
課
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
「
助
成
金
交
付
申
請
書
」
は
、

　町
ま
ち
づ
く
り
課
に
備
え
て
あ

　り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ

　ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り

　推
進
室
☎
42
ー
６
６
１
３
　

米
沢
商
工
会
議
所

　
　

検
定
試
験

○
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
試
験
「
ネ
ッ
ト

社
会
に
必
要
な
”
仕
事
力
”
が
実

に
付
く
」

▼
期
日
：
平
成
28
年
1
月
22
日
㈮

▼
会
場
：
米
沢
女
子
短
期
大
学

▼
受
付
期
間
：
12
月
15
日
㈫
～

　

　平
成
28
年
1
月
15
日
㈮

▼
受
験
料

　2
級
：
７
２
０
０
円

　3
級
：
５
１
４
０
円

　b
a
s
i
c
（
基
礎
級
）：
　

　４
１
２
０
円

問
米
沢
商
工
会
議
所

☎
21
ー
５
１
１
１

雪
祭
り
に
出
か
け
よ
う
！

▼
開
催
日
：
平
成
28
年
１
月
29
日

　㈮
～
31
日
㈰

▼
内
容
：
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

　新
庄
市
の
「
新
庄
雪
ま
つ
り
」

　や
米
沢
市
の
「
上
杉
雪
灯
篭
ま

　つ
り
」、
西
川
町
の
「
月
山
志

　津
温
泉
雪
旅
籠
の
灯
り
」な
ど
、

　県
内
各
地
で
雪
国
な
ら
で
は
の

　祭
り
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
　今
年
は
こ
れ
ら
の
雪
祭
り
に

　先
駆
け
て
、
１
月
末
に
新
た
な

　「雪
祭
り
」
を
寒
河
江
市
を
会

　場
に
開
催
し
ま
す
。
雪
像
展
示

　や
屋
台
村
、
花
火
に
イ
ル
ミ
ネ

　ー
シ
ョ
ン
、
雪
遊
び
な
ど
、
子

　ど
も
か
ら
大
人
ま
で
見
て
、
体

　験
し
て
、
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

　で
、
入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ

　会
場
で
雪
祭
り
を
お
楽
し
み
く

　だ
さ
い
。

　
　詳
し
く
は
「
雪
祭
り
」
ホ
ー

　ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
：
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合

　公
園
（
寒
河
江
市
大
字
寒
河
江 

　山
形
自
動
車
道
寒
河
江
Ｓ
Ａ
ス

　マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
隣
接
）

問
雪
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
山
形
県
観
光
交
流
課
）

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
３
７
３

が
ん
患
者
相
談
室
の

　

ご
案
内

　

相
談
室
で
は
、
が
ん
に
関
す
る

治
療
や
検
査
、
療
養
や
痛
み
の
悩

み
、
医
療
費
な
ど
の
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
不
安
や
心
配
ご
と
に

専
任
相
談
員
の
看
護
師
が
対
応
い

た
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間
：
平
日
午
前
8
時
30

　分
～
午
後
５
時

▼
相
談
場
所
：
が
ん
患
者
相
談
室

　（受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
左
手
）

▼
相
談
方
法
：
対
面
相
談
ま
た
は

　電
話
相
談
（
無
料
）

問
山
形
大
学
医
学
部
付
属
病
院
高

度
先
進
医
療
推
進
室

☎
０
２
３
ー
６
２
８
ー
５
０
２
２

借
金
に
関
す
る
巡
回

　

無
料
相
談
会
（
予
約
制
）

　

東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

で
は
、
下
記
日
程
で
「
借
金
に
関

す
る
巡
回
無
料
相
談
会
」
を
実
施

し
ま
す
。
事
前
に
ご
予
約
の
上
ご

相
談
下
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
弁

護
士
な
ど
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま

す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
で
す
。
避

難
さ
れ
て
い
る
方
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

▼
日
時
：
12
月
21
日
㈪
午
前
10
時

　～
午
後
3
時
30
分

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎

　２
階
２
０
３
会
議
室

（
長
井
市
高
野
町
２
ー
３
ー
１
）

▼
予
約
先
：
山
形
財
務
事
務
所
　

　理
財
課
　

☎
０
２
３
ー
６
４
１
ー
５
２
０
１

▼
受
付
期
間
：
12
月
18
日
㈮
ま
で

　平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
4

　時
30
分

＊
右
記
期
日
に
お
越
し
い
た
だ
け

な
い
場
合
は
、
常
設
相
談
窓
口
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。

問
東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

　相
談
窓
口

☎
０
２
３
ー
６
４
１
ー
５
２
０
１

平
日
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

催

　
し

広 

告

相

　
談

一般会計歳入歳出予算額　　１１２億４，６６５万円 　　　

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
２７
年
９
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　通
常
町
の
会
計
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定
の
事
業
を
行
う
な
ど
独
立
性
を
も
っ
て

い
る
場
合
は
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　本
町
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
を
含
め
る
と
、
全
部
で
７
つ
の
会
計
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

歳

　
入

収入率４６．２％
収入済総額

５２億　　２５万円

特 別 会 計 特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理
する必要がある場合に設けられる会計のことです。〔 〕

区　　分 予算現額 収入済額 執行済額

国民健康保険事業 20 億 5,540 万円 ８億　 ８１９万円 ８億７，８００万円

下 水 道 事 業 ５億４，７９９万円 ２億６，３２７万円 ２億５，６１７万円

農業集落排水事業 ８，８２８万円 ４，５９９万円 ３，７６５万円

介 護 保 険 事 業 １８億３，８８０万円 ７億４，１６９万円 ７億１，８２７万円

後期高齢者医療 １億５，６８７万円 ４，８４１万円 ４，５２９万円

公営企業会計 一般会計などと異なり民間企業に似た経理を行う会
計で、収益的収支と資本的収支に区分されています。〔 〕

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き

収 益 的 収 支 ２億５，２００万円 １億４，７６５万円 １億　４３５万円

資 本 的 収 支 ０円 ６，４８６万円 △６，４８６万円

◆水道事業会計

平成２７年度 上半期

平成２７年９月３０日現在

48億1,980万円

22億5,450万円
  ０円

　 11億8,041万円
 8億　292万円

　  7億9,588万円
     2億     93万円

12億2,260万円
7億4,445万円

32億1,399万円
地方交付税
（66．7％）

町　　　債
（0.0％）

町　　　税
（68．0％）

1億8,036万円
     2,863万円

諸　収　入
（15．9％）

県 支 出 金
（25．2％）

　7億9,310万円
    2億　933万円

国庫支出金
（26．4％）

そ　の　他
（60．9％）

予算額
収入・執行済額

（　　）内の％は予算額に対する
収入・執行済額の割合

（前年度からの繰越分を含む）

町報かわにし　4平成２７年１２月１５日 町報かわにし　26平成２７年１２月１５日

冬
期
間
は
水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
を
休
止
し
ま
す

　

毎
月
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
11
月
を

最
後
に
冬
期
間
は
メ
ー
タ
ー
検
針

を
休
止
し
て
お
り
ま
す
。

　12
月
分
か
ら
の
上
下
水
道
使
用

料
は
、
10
・
11
月
使
用
水
量
の
平

均
水
量
で
算
出
し
た
概
算
料
金
に

て
納
付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
冬
期
間
の
概
算
料
金
額
に
つ

き
ま
し
て
は
、
12
月
中
旬
に
ハ
ガ

キ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　な
お
、
メ
ー
タ
ー
検
針
は
、
4

月
（
積
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は
5

月
）
に
再
開
し
、
冬
期
間
の
使
用

料
金
の
精
算
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
概
算
料
金
で
納
入
い
た

だ
い
た
額
が
精
算
金
額
を
上
回
っ

て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
分
を
精

算
月
以
降
の
使
用
料
金
に
充
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課
上
下
水
道

　
　

　グ
ル
ー
プ
☎
４
２
ー
６
６
５
３

ナ
ー
ス
の
皆
さ
ん
へ

　
　

お
知
ら
せ

　

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
の
免
許
を
お
持
ち
で
、

現
在
こ
れ
ら
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
氏
名
や
連
絡
先
な
ど

を
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
届
出
サ
イ
ト『
と
ど
け
る
ん
』

に
登
録
す
る
か
、
左
記
に
届
け
出

票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
７
８

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

廃
止
に
つ
い
て 

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
農

業
委
員
会
の
委
員
の
公
選
制
が
廃

止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

　そ
の
た
め
、
毎
年
12
月
下
旬
ご

ろ
に
農
業
を
営
む
世
帯
の
方
等
を

対
象
に
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
お
送
り

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
行

わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
42
ー
６
６
８
９

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

指
名
競
争
入
札
参
加
登
録

　①
平
成
27 

・
28
年
度
に
行
う

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
等
、
②
平
成
26
～

28
年
度
に
行
う
物
品
納
入
・
役
務

提
供
の
追
加
登
録
申
請
を
受
付
け

ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
①
平
成
28
年
２
月

　１
日
㈪
～
２
月
19
日
㈮

②
：
平
成
28
年
１
月
13
日
㈬
～
　

　２
月
３
日
㈬

※
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効

▼
申
込
・
問
合
せ
先
：
置
賜
広
域

　行
政
事
務
組
合
事
務
局
施
設
課

　施
設
係

☎
26
ー
７
４
８
８

※
申
請
に
必
要
な
書
類
等
、
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.okikou.or.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め

の
職
業
訓
練
の
ご
案
内

　

山
形
県
立
山
形
職
業
能
力
開
発

専
門
校
で
は
、
障
が
い
者
の
雇
用

を
考
え
て
お
ら
れ
る
事
業
所
に
お

い
て
、
就
労
に
必
要
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
訓
練
期
間
：
概
ね
１
か
月
～
３

　か
月
（
業
務
内
容
や
受
講
者
に

　合
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
）

▼
受
講
料
：
無
料
（
た
だ
し
保
険

　料
（
３
か
月
で
２
４
５
０
円
）

町
内
の
石
塔
調
査
記
録
誌

「
祈
り
の
碑
」
販
売

　

町
文
化
財
保
護
協
会
で
は
、
町

内
に
建
立
す
る
石
碑
・
石
仏
の
悉

皆
調
査
記
録
を
編
集
し
た
「
祈
り

の
碑
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
是
非

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
価
格：２
２
０
０
円
（
送
料
含
）

▼
申
込
期
日
：
平
成
28
年
1
月
29

　日
㈮
ま
で

▼
申
込
・
問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
６
８

羽
前
小
松
駅
か
ら
の

　
　

お
知
ら
せ

　

平
28
年
１
月
２
日
㈯
～
３
日
㈰

は
臨
時
休
業
に
な
り
ま
す
の
で
、

切
符
は
前
も
っ
て
営
業
日
に
購
入

す
る
か
、
車
内
や
降
り
ら
れ
た
駅

で
運
賃
・
料
金
を
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

　ま
た
、
12
月
28
日
㈪
～
平
成
28

年
１
月
１
日
㈮
は
窓
口
の
営
業
時

間
が
午
前
8
時
45
分
～
午
後
4
時

30
分
に
短
縮
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

利
用
の
際
は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り

　推
進
室

　☎
４
２
ー
６
６
１
３

募

　
集

　は
自
己
負
担
）

　募
集
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報

誌
「
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の
職

業
訓
練
」
で
案
内
し
て
お
り
、
公

共
職
業
安
定
所
や
主
な
障
が
い
福

祉
関
係
機
関
等
に
も
配
布
し
て
い

ま
す
。

問
山
形
県
立
山
形
職
業
能
力
開
発

　専
門
校

☎
０
２
３
ー
６
４
４
ー
９
２
２
７

山
形
空
港
応
援
月
間
の

　

実
施
（
２
月
末
ま
で
）

　

対
象
期
間
内
の
山
形
～
羽
田

便
、
山
形
～
名
古
屋
便
を
利
用
す

る
方
に
対
し
て
、
往
復
５
０
０
０

円
（
片
道
２
５
０
０
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象
期
間
：
平
成
28
年
2
月
29

　日
㈪
ま
で
（
助
成
予
定
数
に
達

　し
次
第
終
了
）

▼
対
象
者
：
対
象
期
間
内
に
、
山

　形
～
羽
田
便
ま
た
は
山
形
～
名

　古
屋
便
を
利
用
し
た
町
民
の
方

※
県
外
へ
の
単
身
赴
任
者
、
進
学

　等
に
よ
り
県
外
在
住
の
同
一
生

　計
の
子
弟
を
含
み
ま
す
。

※
マ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
無
償
航
空
券

　に
よ
る
ご
利
用
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

▼
助
成
額
：
１
名
に
つ
き
往
復

　

　５
０
０
０
円
（
片
道
利
用
は

　

　２
５
０
０
円
）

一般会計歳入歳出予算額　　１１２億４，６６５万円 　　　

歳

　
出

執行率４１．０％
執行済総額

４６億1,６６７万円
基　　金

公 有 財 産

※平成２７年３月末日現在高との比較

※平成２７年３月末日現在高との比較

区　　分 平成２７年９月末現在高 増　　減
財 政 調 整 基 金 ７億４，０５８万円 2,262 万円
町 債 管 理 基 金 ２億６，４６３万円 2,006 万円
国民健康保険給付基金 ２億１,６６９万円 2 万円
土 地 開 発 基 金 ６，０１４万円 2 万円
川西町人材育成交流基金 ８，５１７万円 4 万円
川西町起業支援基金 ８，１７１万円 △ 342 万円
川西町子育て支援基金 ７，６６３万円 △ 400 万円
水と緑のふるさと基金 ２，０８８万円 0 円
スポーツ振興基金 １，０２０万円 △１６９ 万円
長堀堰農業振興基金 ８１７万円 △1７ 万円
そ の 他 ９，１７０万円 △ 3,409 万円

区　　分 平成２７年９月末現在 増　　減

土 地 ７，２３１，７７７㎡ ９１８㎡

建 物 ９０，６８８㎡ △７２１㎡

有 価 証 券 ３，４３５万円 ０円

出資による権 利 １億６，１８４万円 ５０万円

各会計町債現在高
水道事業会計

２１億８，６８５万円
下水道事業会計

３８億３，５１０万円
農業集落排水事業会計

６億８，２７３万円

　町税のうち、都市計画税と入湯税は、特定の費
用に充てるために課される目的税です。本町では、
都市計画税は下水道事業特別会計へ繰出し、公共
下水道事業に使っています。また、入湯税は観光
施設の整備と観光振興の事業に使っています。

町債現在高

１１０億７，７９６万円

　町　　税　

８億　２９２万円

過疎債
38 億 1,143 万円

県振興基金
10 億 1,596 万円

その他
38 億 8,117 万円

教育債
12 億 2,548 万円

土木債
7 億 8,542 万円

減税補てん債  
7,842 万円

農林水産業債
２億 5,102 万円

商工債　367 万円
災害復旧債　
1,228 万円

消防債 1,311 万円

固定資産税
4億 1,102 万円町民税

2億 8,231 万円

たばこ税
　　　6,068 万円

軽自動車税　4,692 万円
都市計画税　０円
入湯税　199万円

特別土地保有税　０円

農林水産業費
（31.8％）

公　債　費
（47.0％）

そ　の　他
（47.7％）

総　務　費
（３８.0％）

16 億 8,552 万円
6 億 4,031 万円

衛　生　費
（56.3％）

16 億 6,403 万円
  9 億 3,643 万円

民　生　費
（32.7％）

19 億 8,528 万円
 6 億 4,861 万円

11 億 1,446 万円
  3 億 5,424 万円

10 億 6,870 万円
5 億   205 万円

8 億 8,254 万円
3 億   823 万円

12 億 3,032 万円
5 億 8,106 万円

教　育　費
（４0.0％）

16 億１,580 万円
  6 億4,574 万円

土　木　費
（34.９％）

5　町報かわにし 平成２７年１２月１５日



25　町報かわにし 平成２７年１２月１５日

 

ち
い
き
づ
く
り
委
員
会

　
　空
き
家
情
報
提
供
に
つ
い
て

　
　
　
　町
報
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、

「
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機

構
」
と
連
携
し
、
情
報
を
発
信
し

て
い
き
た
い
。

　不
動
産
業
者
・
建
築
業
の
方
か

ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　空
き
家
、
空
き
地
対
策

　
　
　
　空
き
家
を
有
効
に
活
用

　
　
　
　す
る
こ
と
、
危
険
な
空

き
家
を
増
や
さ
な
い
こ
と
を
目
指

し
、
空
き
家
に
な
る
前
か
ら
対
応

で
き
る
体
制
を
整
備
し
た
い
。

　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

　
　発
信
に
つ
い
て

　
　
　
　フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
導

　
　
　
　入
し
、
現
状
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
併
せ
て
情
報
発
信
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

　町
報
に
つ
い
て
も
、
読
み
手
の

ご
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
読
ん
で
み
た
い
と
思

わ
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
。

 

し
ご
と
づ
く
り
委
員
会

　
　女
性
農
業
者
に
対
す
る
考
え

　
　方
は

　
　
　
　特
に
６
次
産
業
分
野
で
、

　
　
　
　女
性
の
感
性
を
生
か
し

た
農
産
加
工
や
直
売
を
行
う
な
ど
、

大
き
く
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
女
性
が
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　今
後
も
継
続
的
に
農
業
を
経

　
　営
す
る
た
め
の
方
策
は

　
　
　
　集
落
営
農
や
法
人
化
に

　
　
　
　よ
る
土
地
・
作
業
の
集

約
化
と
、
新
た
な
担
い
手
の
育
成

支
援
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

　
　女性
起
業
者
の
長
期
的
モ
デ

　
　ル
事
業
を
考
え
て
は
ど
う
か

　
　
　
　先駆
的
な
園
芸
作
物
や

　
　
　
　栽
培
技
術
を
導
入
す
る

農
業
者
を
モ
デ
ル
的
に
支
援
し
て

お
り
、
現
在
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
募
集
し
て
お
り
、
積
極
的
に

相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
　遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
に
対

　
　す
る
考
え
方
と
、
規
制
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　山
形
県
で
は
、
遺
伝
子

　
　
　
　組
み
換
え
作
物
を
推
進

し
て
お
ら
ず
、
本
町
も
同
様
の
考

え
方
で
あ
る
。

　条
例
で
の
規
制
に
つ
い
て
は
、

法
律
論
的
な
是
非
の
議
論
が
あ
る

た
め
、
現
段
階
で
は
、
慎
重
な
立

場
で
あ
る
。

　　「か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
」

　
　運
営
に
、
女
性
の
意
見
は

　

入
っ
て
い
る
か

　
　
　
　特
に
女
性
に
限
定
し
た

　
　
　
　意
見
の
聞
き
取
り
は
し

て
い
な
い
が
、
女
性
の
み
な
ら
ず
、

消
費
者
の
視
点
で
の
意
見
も
い
た

だ
き
、
今
後
の
運
営
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。

　
　賑
い
づ
く
り
の
機
能
や
誘
客

　
　方
法
に
つ
い
て
の
考
え
は

　
　
　
　レス
ト
ラ
ン
に
カ
フ
ェ

　
　
　
　の
機
能
を
設
け
た
り
、

置
賜
農
業
高
等
学
校
の
コ
ー
ナ
ー

設
置
や
食
育
企
画
、
観
光
情
報
や
、

時
季
に
応
じ
た
販
売
イ
ベ
ン
ト
情

報
・
旬
の
野
菜
情
報
の
発
信
を
き

め
細
や
か
に
行
い
た
い
。

　
　町
の
観
光
に
つ
い
て

　
　
　
　現在
、
自
然
環
境
や
歴

　
　
　
　史、
文
化
な
ど
、
魅
力

あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光

振
興
の
方
向
性
を
示
し
、
観
光
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
の
観
光
基
本
計
画
の
策

 
も
っ
と
好
き
な
ま
ち
に

　女
性
議
員
の
方
々
か
ら
は
、「
町

の
魅
力
が
再
発
見
で
き
、
ま
す
ま

す
川
西
町
を
好
き
に
な
っ
た
」
や
、

「
こ
の
後
、
私
た
ち
の
意
見
が
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
く
の
か

見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」

な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
、
女
性
議
員
が
考
え
て
く

だ
さ
っ
た
素
晴
ら
し
い
提
言
を
町

政
に
活
か
し
、
10
年
、
20
年
と
経

過
し
た
と
き
に
、
も
っ
と
い
い
町

に
、
も
っ
と
好
き
な
町
に
な
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
、
女
性
議
員

の
方
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
も
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
ご
協
力
を
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

定
を
進
め
て
い
る
。

　今
後
は
、
観
光
や
交
流
情
報
を

町
内
外
に
発
信
し
、
訪
れ
る
人
へ

の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
町
全

体
で
発
揮
し
た
い
。

　
　置
賜
農
業
高
校
と
連
動
し
た

　
　観
光
を
考
え
ら
れ
な
い
か

　
　
　
　ま
ち
あ
る
き
な
ど
の
イ

　
　
　
　ベ
ン
ト
に
こ
れ
ま
で
も

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
若
者
が
魅

力
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
。

　

　
　川
西
町
に
住
み
続
け
る
た
め

　
　に
必
要
な
こ
と
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
は

　
　
　
　しご
と
づ
く
り
の
支
援
、

　
　
　
　若
者
の
活
動
支
援
を
進

め
、
町
民
が
こ
の
町
で
の
生
活
に

喜
び
、
誇
り
、
愛
着
を
持
つ
こ
と

が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

▲２か月間、大変お疲れ様でした

軽自動車税の税率が変わります
◆ 軽四輪などの軽自動車
（１）平成１５年１月１日から平成２７年３月３１日までに

初期登録された車は、現行税率①が適用されます。
（２）平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までに

初期登録された車は、改正後税率②が適用されます。
（３）平成１４年１２月３１日以前に初期登録された車は、

重課税率③が適用されます。
※初期登録とは自動車検査証に記載されている初度検査年月
を指します。

◆ 原動機付き自動車及び二輪車等
平成２８年度から次のとおりになります。

車種区分
税率（年額）

平成
27年度

平成
28年度から

原　付

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超～
90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc 超～
125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円
軽二輪（125cc 超～
250cc 以下） 2,400 円 3,600 円

小型二輪（250cc 超） 4,000 円 6,000 円

農耕作業用 1,600 円 2,400 円

その他 4,700 円 5,900 円

専ら雪上を走行するもの 2,400 円 3,600 円

車種区分
税率（年額）

① ② ③
三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪
乗用

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

四輪
貨物

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２２

例 ◎ 平成１４年８月７日に新車新規登録の車両を購入した場合
　　　平成２７年４月１日・・・7,200円（税率変更なし）
　　　平成２８年４月１日・・・12,900円（賦課期日現在、新車新規登録から１３年を超える税率）

◎ 平成２７年４月１日に新車新規登録の車両を購入した場合
　　　平成２７年４月１日・・・10,800円（新税率）
　　　平成４１年４月１日・・・12,900円（賦課期日現在、新車新規登録から１３年を超える税率）

町報かわにし　6平成２７年１２月１５日 町報かわにし　24平成２７年１２月１５日

　11
月
22
日
、
町
議
場
で
「
川
西

町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
川
西
町

女
性
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　写
真
は
こ
の
日
ま
で
、
町
に
対

す
る
思
い
を
出
し
合
い
、
勉
強
し
、

一
般
質
問
に
ま
と
め
上
げ
た
15
名

の
女
性
議
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

　女
性
議
員
か
ら
の
一
般
質
問
に

対
し
て
、
町
長
を
は
じ
め
、
町
当

局
も
真
摯
に
受
け
止
め
、
向
き
合

い
、
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　普
段
の
定
例
会
と
は
違
っ
た
緊

張
感
の
中
で
も
、
女
性
議
員
の
み

な
さ
ん
は
「
楽
し
み
な
が
ら
」
一

般
質
問
を
行
い
、
町
に
と
っ
て
も

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
づ
く
り
委
員
会
（
１
段
目
）

江
袋
淳
子
さ
ん

　藤
本
亜
希
さ
ん

佐
藤
美
由
紀
さ
ん

竹
田
恵
子
さ
ん

　高
橋
亜
紀
さ
ん

ち
い
き
づ
く
り
委
員
会（
２
段
目
）

竹
田
愛
海
さ
ん

　

大
河
原
千
代
美
さ
ん

黒
澤
昭
子
さ
ん

　鈴
木
明
美
さ
ん

窪
村
郁
子
さ
ん

し
ご
と
づ
く
り
委
員
会（
３
段
目
）

遠
藤
有
華
さ
ん

　江
本
牧
子
さ
ん

我
妻
優
子
さ
ん

齋
籐
み
ち
子
さ
ん

中
田
裕
子
さ
ん
（
議
長
）

▲各委員会ごとの名簿

 

ひ
と
づ
く
り
委
員
会

　
　玉
庭
保
育
所
に
関
す
る
ア
ン

　
　ケ
ー
ト
の
目
的
は

　
　
　
　運
営
の
在
り
方
に
つ
い

　
　
　
　て
保
護
者
の
ご
意
見
を

伺
う
た
め
の
も
の
。

　少
子
化
や
豪
雪
地
と
い
っ
た
課

題
と
、「
魅
力
」
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
保
育
所
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　保
育
時
間
の
延
長
に
つ
い
て

　
　
　
　大
き
な
課
題
と
し
て
、

　
　
　
　ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　病
児
保
育
の
充
実
に
つ
い
て

　
　
　
　置
賜
総
合
病
院
へ
の
病

　
　
　
　児
保
育
施
設
の
設
置
は
、

県
と
２
市
２
町
で
構
成
す
る
「
置

賜
広
域
病
院
組
合
」
の
意
向
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、
単
独

で
の
設
置
は
難
し
い
。

　町
と
し
て
は
、
現
在
、
町
内
に

あ
る
病
児
保
育
園
に
つ
い
て
、
運

用
面
の
協
議
を
事
業
主
と
行
い
、

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　　
　公
園
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
　親
子
が
安
心
し
て
遊
べ

　
　
　
　る
公
園
、
屋
内
遊
び
場

の
提
供
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　小
学
校
の
統
廃
合
問
題
及
び

　
　バ
ス
の
通
学
路
線
に
つ
い
て

　
　
　
　現
在
４
つ
の
小
学
校
で

　
　
　
　行
っ
て
い
る
学
区
再
編

検
討
委
員
会
で
の
考
え
方
を
最
大

限
尊
重
し
た
い
。

　通
学
面
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

達
が
安
全
に
通
学
で
き
る
こ
と
を

最
優
先
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　資
格
取
得
の
た
め
の
カ
ル

　

　
　チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
看
護
学

校
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
　中
央
公
民
館
や
各
地
区

　
　
　
　交
流
セ
ン
タ
ー
、
フ
レ

ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
を
学
習
の
場
と

し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　看
護
学
校
の
設
置
は
、
検
討
、

協
議
し
、
早
期
に
実
現
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
た
い
。

　
　町
民
が
集
う
場
を
婚
活
と
結

　
　び
付
け
ら
れ
な
い
か

　
　
　
　夏
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

　
　
　
　多
く
の
若
者
が
集
う
機

会
を
作
り
、
互
い
に
魅
力
を
発
信

し
た
先
に
結
婚
に
結
び
付
け
ば
と

考
え
て
い
る
。

女
性
の
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
に
提
言

３月に車を手放したのですが、４月に軽自動車の納付書が届いたのはなぜ？

廃車手続きは４月１日までに完了しましたか？
お手数ですが、依頼された代理店へ４月１日までに廃車手続きが完了したかを確認願います。
(４月１日までに廃車されている場合は税務収納課までご連絡ください)

車の所有者が亡くなったのですが、何か手続きは必要ですか？

車を使用しないのであれば、廃車手続きが必要です。また、引き続き家族の中のどなたかが使用される場合
は所有者名義変更の手続きが必要です。

①原付バイクや小型特殊車両の場合
標識(ナンバープレート)は川西町の住民生活課窓口かA市の市役所窓口へ返納してください。引き続きご
使用される場合はA市の市役所窓口で新たな標識(ナンバープレート)の交付を受けてください。
②軽自動車や125CCを超えるバイクの場合
引っ越し先の地域を管轄する軽自動車協会または運輸支局にて車検証等の住所(定置場)変更の手続きをおこ
なってください。

原付バイクや小型特殊車を買い替えたときには、今まで使用していた標識(ナンバープレート)を役場に返納
し、新しく購入された原付バイクや小型特殊車(農耕用車両を含みます)には必ず新しい標識(ナンバープレー
ト)の交付を受けてください。

原付バイクや小型特殊車(農耕用を含む)の廃車手続きには標識(ナンバープレート)が必要ですが、万が一
なくされた場合には標識弁償金として２００円をいただき、廃車することができます。

Q1

Q2

Q3

A2

A1

A3

このたび川西町からA市へ引っ越しすることになりました。
車の手続きは何か必要ですか？

原付バイクを買い替えたのですが、古いバイクの標識 (ナンバープレート )を
取り外して新しいバイクに付け替えてもいいの？

原付バイクの廃車手続きをしたいのですが、車両もなければ標識 (ナンバープレート )も
ないのですが、どうしたらいい？

Q4

A4

Q5

A5

軽自動車税は４月１日現在の所有者に課税されます
こんなときどうしたらいい？よくあるＱ＆Ａ

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２２

●
納
付
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　今
月
は
、町
県
民
税
第
４
期
、国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
、

介
護
保
険
料
第
６
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
６
期
の

納
付
月
で
す
。
納
付
期
限
は
12
月
25
日
（
口
座
振
替
日
も
12

月
25
日
）
で
す
の
で
、
早
め
の
納
付
や
口
座
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
残
高
不
足
等

に
よ
り
口
座
振
替
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
再
度
の
振
替
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
！

　納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
振
替
で

納
付
が
で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る
方
は
、
金
融
機
関

窓
口
に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
振
替
先
と
な
る
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
さ
れ
た
翌
月
又
は
翌
々
月
か
ら
振
替
を
開
始
し
ま

す
。

※
利
用
で
き
る
金
融
機
関
は
次
の
本
店
及
び
各
支
店
で
す
。

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
・
山
形
中
央
信

用
組
合
・
米
沢
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
督
促
状
の
送
付
に
つ
い
て

　納
付
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
納
税
義
務
者
に
対
し
、

納
付
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
町
が
納
付
を
確
認
す
る
に
は
、
金
融
機
関
な
ど
で

納
付
い
た
だ
い
て
か
ら
若
干
の
日
数
が
か
か
り
ま
す
。
納
付

書
の
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
る
と
、
行
き
違
い
で
督

促
状
が
発
送
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
納
付
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
町
税
務
収
納
課
収
納
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
３
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　フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、
11
月
２
、３
日
「
川
西
町
芸

術
文
化
祭
」
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
作
品
や
ス
テ
ー
ジ

公
演
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
11
月
14
日
に
は
「
第
22
回
川
西
町
音
楽
見
本
市
」
が

行
わ
れ
、
町
内
の
小
中
学
生
を
は
じ
め
、
岩
手
県
の
大
槌
町
小

学
生
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
あ
ぐ
ど
ま
め
」
さ
ん
な
ど
、
多
く

の
団
体
が
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

①

③ ⑧

⑯ ⑮

⑬

②

④ ④

⑭
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
届
き
ま
し
た
か
？
詐
欺
に
注
意
！
！

　本
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
は
、
11
月
末
ま
で
に
転
送

不
要
の
簡
易
書
留
で
世
帯
主
あ
て
に
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

　ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
方
は
住
民
生

活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲このような封筒が届いています！

通
知
カ
ー
ド
を

受
け
取
れ
な
か
っ
た
方

　あ
て
所
不
明
、
郵
便
局
で
の
保
管
期
間
経

過
、
受
け
取
り
拒
否
お
よ
び
転
送
届
を
郵
便

局
に
出
し
て
い
る
方
の
通
知
カ
ー
ド
は
、
役

場
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

　対
象
者
の
方
に
は
、
随
時
お
知
ら
せ
の
通

知
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
民
生
活

課
窓
口
で
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。
役
場
で
の
保
管
期
間
は
３
カ
月
で
す
。

　通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
は
本
人
確
認

書
類
が
必
要
で
す
。
代
理
人
の
受
け
取
り
も

可
能
で
す
が
、
委
任
状
の
ほ
か
、
本
人
お
よ

び
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
と
し
て
、
免
許

証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、
健
康

保
険
証
な
ど
の
顔
写
真
の
な
い
も
の
は
２
点

必
要
で
す
。

　な
お
、
10
月
５
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
、

転
入
さ
れ
た
方
で
、
通
知
カ
ー
ド
の
新
規
交

付
希
望
者
に
は
別
便
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
方

　通
知
カ
ー
ド
の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
一
体
で
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が
同
封
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
切
り
離
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、
町
報
か
わ
に
し
10
月
号
を
ご

覧
下
さ
い
。

　ま
た
、
引
っ
越
し
や
婚
姻
な
ど
で
住
所
・

氏
名
が
変
更
に
な
る
方
は
、
手
続
き
の
際
に

通
知
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

まちからのお知らせ
town information

問
町
住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ
　

☎
４
２
ー
６
６
１
５

○
各
種
相
談
窓
口

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
全
般

 

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎
０
１
２
０
ー
95
ー
０
１
７
８
（
無
料
）

※
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
相
談

 

問
個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
５
７
０
ー
７
８
３
ー
５
７
８
（
有
料
）

※
不
審
な
電
話
な
ど
を
受
け
た
と
き

 

問
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

☎
１
８
８
（
い
や
や
！
）

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
手
続
き
で

国
や
県
、
役
場
職
員
が
家
族
構
成
、
資
産
や

年
金
、
保
険
の
状
況
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
要
求
し
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
要
求
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、
訪
問
が

あ
っ
て
も
応
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
不
審
な

メ
ー
ル
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

あなたの番号です！「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
」

切
り
取
っ
て
大
切
に
保
管
！

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」

申
請
は
希
望
者
の
み
！

※
実
線
が
見
え
に
く
い
た
め
、

　切
り
取
る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
取
扱
い
ま
す
！
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　朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な

る
と
と
も
に
、
秋
の
彩
り
も
一
層

深
ま
る
11
月
。
今
年
も
豊
か
に
実

っ
た
農
作
物
の
収
穫
に
感
謝
し
、

11
月
８
日
、
町
内
７
地
区
で
一
斉

に「
秋
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
の

収
穫
文
化

１１／２・３　川西町芸術文化祭
①スズラン会の「ひょっこりひょうたん島」で開幕　
②町小中学校絵画展③中小松大黒舞愛好会④大人顔負
けの堂々とした踊りを披露する小学生
１１／８　各地区祭
⑤大塚地区「中学生のソーラン節」
⑥小松地区「オキタマンボ」
⑦犬川地区「和太鼓アルカディア」
⑧中郡地区「高山音頭」
⑨玉庭地区「振舞い餅は大盛況」
⑩吉島地区「真剣！豆つかみ」
⑪東沢地区「先生と保護者による劇」
１１／１４　こまつ市
⑫今年最後のこまつ市は大盛況
１１／１４　第２２回音楽見本市
⑬町内の小学生と大槌小学生コーラスグループ「あぐ
どまめ」による合唱
⑭町内の小学生から大槌小学生にダリヤブローチをプ
レゼント
⑮ＫＫＢ（川西町校長会バンド）による演奏
⑯アニバーサリーバンド、中学生、高校生による演奏

⑥
⑤

⑧ ⑦

⑩ ⑨

⑪

⑫
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　医療費を支払った場合には、その支払った金額が一
定の金額以上ある場合、医療費控除（確定申告及び町
県民税申告の所得控除）を受けることができます。
　通常、紙おむつなど（紙おむつの購入費及び貸しお
むつの賃借料等）の費用は、医療費控除の対象になり
ませんが、次のいずれかの証明書をおむつ代の領収書
とともに添付することにより、申告に使用することが
出来ます。

１「おむつ使用証明書」
　病気などで概ね６カ月以上寝たきりであり、医師の
治療のもとにおむつを使う必要があると認められると
き、医師が発行する証明書です。
　町のホームページより「おむつ使用証明書」をダウ
ンロード、又は町健康福祉課 介護支援グループで用
紙を受け取り、医師の証明を受け、確定申告などの際
に添付書類として提出してください。
※医療機関規定の診察料、文書作成料がかかる場合が
あります。詳細は医療機関へお問い合わせください。２「おむつに係る費用の医療費控除証明書」

　おむつ代についての医療費控除を受けるのが２年目以降の方で、以下のいずれにも該当する方に対し、町が交
付する証明書です。該当すると思われる方は、介護保険証、印鑑をご持参のうえ、町健康福祉課 介護支援グル
ープ窓口で申請を行ってください。主治医意見書の内容を確認し、証明書を交付（無料）します。

（１）介護保険の要介護認定を受けていること。
（２）町で保有する介護認定資料（主治医意見書）において、以下のすべての事項が確認出来ること。
　  ①主治医意見書の作成年月日が、おむつを使用した年であること。なお、現に受けている要介護認定の有効

期間が１３カ月以上の方で、おむつを使用した年に主治医意見書が作成されていない場合は、おむつを使
用した前年に作成された意見書で確認します。

　  ②「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）」が「Ｂ１、Ｂ２、Ｃ１、Ｃ２」であること。
　  ③尿失禁の発生可能性が「あり」であること。

問町健康福祉課 介護支援グループ　☎４２－６６３８

おむつ代の医療費控除をご存知ですか？

３  その他
◆医療費控除を受けるには、上記１及び２の各証明書の交付を受けて所得税及び町県民税の申告等を行ってください。
◆上記２の証明書について、平成２７年分の証明書発行は、１２月末現在で判断しますので、平成２８年１月４

日以降の交付となります。

■障手続を忘れずに！　　　　　　　　　　
害者控除対象者認定書を交付します

　　身体障害者手帳等をお持ちでない６５歳以上の方
で、介護保険の要支援・要介護認定を受けている方は、
一定の基準を満たす場合、所得税及び町県民税の障害
者控除又は特別障害者控除を受けることができます。
　控除を受けるには、町から障害者控除対象者認定書
の交付を受ける必要があります。
■ 申請場所　町健康福祉課介護支援グループ
■ 申請時に必要なもの
　（１）介護保険被保険者証
　（２）印鑑

問町健康福祉課 介護支援グループ ☎４２－６６３８

■２平成２８年３月 1日まで　　　　　　　
つの臨時給付金の申請はお早めに！

　「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」
の申請はお済みですか？
　申請の受付期限は平成２８年３月１日ですが、２つ
の給付金に上乗せしてお配りしている３，０００円分
の共通商品券（町内加盟店で利用可能）の有効期限は
「平成２８年３月３１日」です。
　申請が遅れますと、商品券を使用できる期間も短く
なり、期限切れになる恐れがあります。
　支給対象と思われる方には、改めて申請書類を郵送
しましたので、内容を確認のうえ、忘れずに申請して
ください。
※ 申請期間（３月１日まで）
　を過ぎると、臨時給付金及
び共通商品券を受け取ること
ができなくなります。

問町健康福祉課 福祉グループ
☎４２－６６３５
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　玉
庭
小
学
校
学
校
支
援
地
域
本
部
が
、
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　「地
区
の
子
ど
も
は
『
玉
庭
の
孫
だ
』」
と

い
う
意
識
か
ら
、
平
成
20
年
に
町
内
で
い
ち

早
く
学
校
支
援
地
域
本
部
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
地
区
全
体
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　学
校
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
「
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
2
名
配
置
し
、
地

域
住
民
の
「
教
え
た
い
」
ニ
ー
ズ
と
、
学
校

側
の
「
専
門
的
な
授
業
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
を

繋
げ
、
算
数
、
外
国
語
（
英
語
）
活
動
や
食

農
活
動
、
和
太
鼓
の
授
業
を
行
う
な
ど
、
地

域
住
民
の
専
門
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度 

優
れ
た
「
地
域
に
よ
る
学
校
支
援

活
動
」
推
進
に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

▲訪問された大滝委員長（左）と青山校長先生（左）

▲町長室で受賞の報告を行う島貫さん

民
生
委
員
と
し
て
の
功
労
を
讃
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

　会
長
表
彰
受
賞
～

　島
貫
明
さ
ん
（
上
小
松
）
が
、民
生
委
員・

児
童
委
員
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　島
貫
さ
ん
は
、
平
成
10
年
か
ら
民
生
委
員

と
し
て
活
動
さ
れ
、
平
成
22
年
に
川
西
町
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
障
害
者
福
祉
部

会
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
25
年
か
ら
は
、
同

協
議
会
副
会
長
と
し
て
、
社
会
福
祉
制
度
の

改
正
や
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応
じ
た
研

修
会
の
企
画
な
ど
、
同
協
議
会
の
運
営
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
か
ら
米
沢
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
の
副
会
長
に
就
任
さ
れ
る
な
ど
、

多
方
面
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

▲ＮＰＯ法人えき・まちネットこまつの江本理事長

置
農
生
と
町
民
が
共
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　

　～
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞 
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
～

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
き
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
こ
ま
つ

が
「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動

賞
」
で
最
高
賞
の
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　羽
前
小
松
駅
の
無
人
化
問
題
を
機
に
、
置

賜
農
業
高
校
の
生
徒
が
中
心
と
な
り
、
住
民

と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
活
動

が
、
10
年
も
の
間
、
後
輩
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　江
本
理
事
長
は「
こ
の
活
動
を
と
お
し
て
、

羽
前
小
松
駅
が
今
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

『
帰
り
た
い
場
所
』の
象
徴
に
し
た
い
。」と
、

今
後
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▲ JR山形駅の杉田駅長（右）と原田町長

Ｊ
Ｒ
と
連
動
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
功
績
に
対
し
、

山
形
駅
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　11
月
11
日
㈬
、
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
長
か
ら
本
町

に
対
し
、
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　本
町
で
は
、
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
ひ
め
さ

ゆ
り
ウ
ォ
ー
ク
や
、
置
賜
農
業
高
校
川
西
の

ス
イ
ー
ツ
に
恋
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、

Ｊ
Ｒ
羽
前
小
松
駅
か
ら
ま
ち
な
か
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
な
が
ら
、
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
Ｊ
Ｒ
羽
前
小

松
駅
を
利
用
す
る
観
光
客
な
ど
の
、
Ｊ
Ｒ
利

用
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
事
が
、
今

回
の
感
謝
状
に
繋
が
り
ま
し
た
。
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■勤東北労働金庫と提携した生活応援制度　　
労者の方へ

 ●生活応援ローン
　下記のような生活資金全般にご利用いただけます。

■ 対 象 者　会社や商店に１年以上お勤めの町内在住の
方で、労働組合がない、または職場に融資
制度のない方。

■ 融資限度額　１５０万円以内（１万円単位）
■ 金　　利　年 3.2％（保証料込・固定金利）
■ 取扱期間　平成２８年３月末日まで
■ 返済期間　７年以内
問東北労働金庫 南陽支店 　　　　☎４０－３５１１
問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

教育資金

医療費

自動車
購入

冠婚葬祭 軽微な
借財返済

■事経営支援を目的とした制度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
業主の方へ

●中小企業雇用維持対策支援制度
　国の雇用調整助成金制度による助成を受けた事業所を対象に助成しています。助成金の交付は各事業所につき
２回までとし、助成額は国助成額の１５％（上限額１回あたり５０万円）としています。
●中小企業制度資金利子補給制度
　運転資金や設備資金等を目的に借り入れた事業所を対象に助成しています。助成額は１年分の支払利子の２０
％（上限額１０万円）としています。
●創業支援利子補給制度
　創業又は新分野進出、新商品開発に関する事業を行うため資金の融資を受けた事業所へ助成しています。助成額は
融資額（補助対象融資額５００万円以内）の年利 １. ０％相当額とし、助成期間は３年以内としています。

問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

●ふるさと奨学ローン
　県内への就職促進のための教育資金融資制度です。
卒業後、県内に就職または就業した場合は、（公財）
山形県勤労者育成教育基金協会からの利子補給制度が
あります。
■ 特別金利取扱期間　平成２８年３月末日まで
■ 融資対象　大学・短大・高校・専門学校の入学金

や授業料、仕送りなどの教育費用
■ 融資限度額　最高１, ０００万円まで
■ 返済期限　１０年以内
■ 特別金利（保証料込 ･ 固定金利）
　 ５年以内：年２．５０～３．００％
　 ７年以内：年２．８５～３．３５％
　 １０年以内：年３．１５％～３．６５％
問東北労働金庫 南陽支店 ☎４０－３５１１
問 ( 公財 ) 山形県勤労者育成教育基金協会
☎０２３－６３５－０１０１

■競希望者は忘れずに！　　　　　　　　　　
争入札参加資格審査申請の受付を行います

　平成２８年度に川西町が行う建設工事、測量・建設コ
ンサルタント、物品納入及び役務提供などの入札参加資
格審査申請書の追加受付を実施します。
■ 受付期間　平成２８年２月１日㈪～２月２９日㈪
　　　　　　（土、日、祝祭日は除きます）
■ 受付時間　午前９時～正午・午後 1 時～４時
■ 必要書類　出納検査課に準備している『競争入札参

加資格審査申請書受付要領』を請求いた
だくか、町ホームページをご覧のうえ、
下記に必要書類等をご確認ください。

■ 有効期限　平成２８年４月１日～平成２９年 3 月
　　　　　　 ３１日（１年間）
■ そ の 他　今年 2 月に「平成２７・２８年度競争

入札参加資格審査申請書を提出された
方は、申請の必要はありません。

問町出納検査課 契約検査グループ ☎４２－６６５８

■固平成２８年２月１日まで　　　　　　　　
定資産（償却資産）の適正な申告を

　町内で農業、商店、建設業などを営み、償却資産を
所有している個人・法人の方は、町に対して資産を申
告するように法律で義務付けられています（今年度提
出期限：平成２８年２月１日㈪）。この申告は、２月
から行う確定申告の減価償却費として計上する資産と
原則として一致するようにしてください。
　その際、農耕用車両のナンバーを取得された方につ
きましては、明細書を訂正し、申告書を提出いただき
ますよう重ねてお願いします。
　また、地方税法第３５３条及び同法第４０８条にお
いて県や市町村は、適正な申告が行われているか調査
することとなっており、毎年税務調査を行っています
ので、適正な申告をされますようお願いします。
　なお、所有している償却資産が該当するか不明な場
合は、下記までご相談ください。
問町税務収納課 町税グループ　☎４２－６６２４
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▲本場の鮭を堪能する小松小学校の児童たち

1１/２７

岩
手
県
大
槌
町
の
名
産
を
食
す

　
　
　
　
　～
岩
手
県
大
槌
町
産
「
南
部
鼻
曲
り
鮭
」
の
塩
焼
き
給
食
～

　11
月
27
日
㈮
、
川
西
中
学
校
と
小
松
小
学

校
で
、
岩
手
県
大
槌
町
産
の
「
南
部
鼻
曲
り

鮭
」
の
塩
焼
き
給
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
回
初
め
て
行
っ
た
こ
の
給
食
は
、
単
に

大
槌
町
の
経
済
的
な
復
興
支
援
を
行
う
だ
け

で
な
く
、
川
西
の
子
ど
も
た
ち
に
も
大
槌
町

の
名
産
で
あ
る
鮭
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
大
槌
町
の
事
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　子
ど
も
た
ち
は
、
鮭
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら

「
脂
が
の
っ
て
て
お
い
し
い
」
や
「
実
が
柔

ら
か
く
て
お
い
し
い
」
な
ど
、
大
槌
町
の
名

産
に
大
満
足
な
様
子
で
し
た
。

　11
月
19
日
㈭
、
羽
前
小
松
駅
に
て
「
薬
物

乱
用
撲
滅
広
報
活
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
取
り
組
み
は
、「
平
成
27
年
度
山
形
県

危
険
ド
ラ
ッ
グ
撲
滅
運
動
」
に
合
わ
せ
て
、

山
形
川
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
、

町
健
康
福
祉
課
職
員
が
合
同
で
、
危
険
ド
ラ

ッ
グ
の
撲
滅
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
、

薬
物
の
撲
滅
を
呼
び
掛
け
た
も
の
で
す
。

　当
日
は
、
特
に
多
く
の
高
校
生
が
通
学
で

羽
前
小
松
駅
に
出
入
り
す
る
時
間
帯
に
行
わ

れ
、
米
沢
の
高
校
に
向
か
う
町
内
の
高
校
生

や
、
各
地
か
ら
通
学
し
て
く
る
置
賜
農
業
高

校
の
生
徒
に
対
し
て
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
撲

滅
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

1１/1９
「
危
険
」
か
ら
高
校
生
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
薬
物
乱
用
撲
滅
広
報
活
動
～

▲高校生に啓発のためのチラシを配りました

　町
の
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
、「
川

西
町
の
校
歌
集
Ｃ
Ｄ
作
成
」
の
校
歌
収
録
が

完
了
し
ま
し
た
。

　8
月
14
、
15
日
に
は
卒
業
生
の
方
々
に
ご

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
廃
校
と
な
っ
た
小

中
学
校
の
校
歌
収
録
を
行
い
、
11
月
5
日
か

ら
は
、
既
存
学
校
の
校
歌
収
録
に
入
り
、
11

月
30
日
の
置
賜
農
業
高
等
学
校
を
最
終
と
し

て
、
無
事
に
す
べ
て
の
学
校
の
校
歌
を
収
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　校
歌
集
Ｃ
Ｄ
は
年
度
内
完
成
予
定
で
す
。

　在
校
生
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
卒
業
生
や
関
係
者
の
方
々
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1１/３０

全
て
の
校
歌
を
収
録
し
ま
し
た

　
　
　
　～
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業

　川
西
町
の
校
歌
集
Ｃ
Ｄ
作
成
～

▲一生懸命歌う中郡小学校の児童たち

▲日本代表として活躍した飯澤君と青木さん

1１/1８

中
学
生
が
世
界
に
挑
む
！

～
Ｕ
15
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
遠
征
～

　川
西
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
３
年
生
の
飯
澤

丈
君
と
、
青
木
彩
乃
さ
ん
が
、
11
月
26
日

～
29
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ

た
「
Ｆ
ー
Ｈ
ー
Ｅ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

２
０
１
５
」
に
、

日
本
代
表
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
て

き
ま
し
た
。

　11
月
18
日
㈬
に
は
、
町
と
町
体
育
協
会
、

町
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
か
ら
二
人
に
対
し
て
激
励

金
の
交
付
と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　大
会
の
結
果
、
男
子
代
表
は
３
勝
２
敗
１

引
き
分
け
、
女
子
代
表
は
５
勝
２
敗
と
い
う

成
績
で
し
た
。
詳
細
は
、
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協

会
の
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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まちからのお知らせ
town information

■ま公開講座！誰でも無料で参加できます！　
ちづくりマイスター養成講座 受講生募集！

　町では、「これから」を担う人材を養成することを
目的とした養成講座を実施しています。
　だれでも受講できる講座です。ぜひ受講ください。
■ 期　日　平成２８年１月１２日㈫
　　　　　 午後７時～８時３０分
■ 場　所　中央公民館視聴覚室
■ 内　容　グローバル社会の川西町を考える
■ 講　師　東北福祉大学専任講師　佐藤　英仁氏
申し込み・問町まちづくり課 ちいきづくり推進室　
☎４２ー６６１３

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
１２月７日

地上から
の高さ

場所

玉庭小学校 川西中学校
１００㎝ ０．０９ ０．０９
　５０㎝ ０．０８ ０．０９

町内小中学校
　　　グラウンド空間放射線量

問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

問町教育総務課 教育総務グループ ☎４２－６６５９

指定食材 エノキタケ（新潟県産）
※１１月１９日献立食材

食材 No． 給食－１１１８－川西－６－エノキタケ

検査日
及び単位

（ベクレル/ｋｇ）
１１月１８日

ヨウ素 不検出（＜７．４）
セシウム 134 不検出（＜６．８）
セシウム 137 不検出（＜８．９）

❖県外産食材の学校給食検査結果
学校給食放射性物質検査について

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

※
12
月
・
１
月
の
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

12
月
18
日
㊎
　ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　歌
の
ピ
ア
ノ
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
！

1
月
8
日
㊎
　お
正
月
　お
獅
子
で
あ
そ
ぼ
う

　身
近
な
素
材
で
お
獅
子
を
作
っ
て
み
よ
う

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室 

午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

 

12
月
21
日
㊊

　1
月
18
日
㊊

　問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

  

美
郷
幼
稚
園

　1
月
６
日
㊌

　

 

北
斗
幼
稚
園

　1
月
13
日
㊌

※
12
月
29
日
㊋
～
1
月
3
日
㊐
ま
で
は
年
末
年
始
休
業
で
す
。

■平「ちまる」と一緒に町を元気にしませんか？
成２８年度地域おこし協力隊活動説明会

　来年度に、隊員の派遣を希望する活動を募集するた
め、今年度の隊員活動を紹介する説明会を開催します。
　興味のある方は、是非ご参加ください。
■ 日　時　平成２８年１月２５日㈪午後３時から
■ 場　所　中央公民館　視聴覚室
■ 内　容　平成２７年度の活動事例報告、２８年度
　　　　　 の活動スキーム・募集スケジュール説明
地域おこし協力隊（ちまる）とは
　町の非常勤特別職員となり、町に住所を移した都市
出身者が、団体などでの活動のほか、自主的な活動に
より、本町を元気にする取り組みを行っています。
問町まちづくり課 ちいきづくり推進室　
☎４２―６６４６■子山形県初！子育てを応援します！　　　　

育てナビを開設しました　
　町の子育て情報を、探しやす
くわかりやすくまとめた子育て応
援サイト「子育てナビ」を12 月
1日に開設しました。
　子育てに関する行政サービスの情報を「健康」「おかね」

「あずける」などに分類し、知りたい情報に簡単にたどり
着くことができます。また、パソコンだけでなく、スマー
トフォンアプリ（無料）にも対応しているため、手軽に調
べることができます。
　知っておくと便利な行政サービスや、子育てを楽しむイ
ベント、子育てに役立つ情報集めに「子育てナビ」をぜ
ひご活用ください。
　「子育てナビ」ホームページ
　http://kawanishi-town.mamafre.jp/
問町教育総務課 子育て支援グループ 
☎４２－６６７１

■原参加無料！植菌した原木はプレゼント！
木きのこ植菌体験

　山の幸であるきのこ。原木きのこ栽培は、初心者で
も簡単に始められます。川西町みどり環境交付金事業
の一環で植菌体験を実施しますので、老若男女問わず
気軽にご参加ください。
■ 日　時　平成２８年１月２３日㈯
　　　　　 午前１０時～１１時３０分
■ 場　所　中央公民館１階大ホール
■ 内　容　原木きのこ（しいたけ、なめこ）
　　　　 　の植菌体験
■ 講　師　米沢地方森林組合
　　　　　 森林整備課長　四柳　徹也氏
■ 申　込　申込不要です。直接会場へお越しください。
問町農地課 農村林務グループ　☎４２―６６４６
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▲発表する小野教育長（左）と、平教諭（小松小・右）

1１/６

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
広
く
発
信

～
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

　11
月
6
日
㈮
、
山
形
テ
ル
サ
に
て
文
部
科

学
省
主
催
の
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
県

教
育
長
菅
野
滋
氏
を
は
じ
め
、
全
国
の
教
育

委
員
、
学
校
関
係
者
、
学
校
運
営
協
議
会
委

員
な
ど
約
2
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
本
町
が
取
り
組
ん
で

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
事
例
を

発
表
す
る
機
会
が
あ
り
、
町
内
8
つ
の
小
学

校
を
全
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指

定
し
た
こ
と
、
学
校
支
援
地
域
本
部
と
連
携

し
、
学
校
運
営
や
学
校
行
事
を
行
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

▲少年の主張を発表する川西中学校3年の矢口君

1１/1４

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
、
意
識
の
高
揚
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
川
西
町
民
生
活
安
全
推
進
大
会
～

　11
月
14
日
㈯
、
中
央
公
民
館
で
川
西
町
民

生
活
安
全
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
、
町
民
の
生
活
や
交
通
安
全
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
へ
の
表
彰

や
、
小
、
中
、
高
校
生
が
作
成
し
た
防
犯
ポ

ス
タ
ー
、防
犯
標
語
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　続
い
て
、
置
賜
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
の
主
張
大

会
に
出
場
し
た
、
川
西
中
学
校
3
年
の
矢
口

竣
介
君
と
鈴
木
渉
敦
君
が
、
堂
々
と
主
張
を

発
表
し
ま
し
た
。

　最
後
は
、
県
金
融
広
報
委
員
会
に
よ
る
寸

劇
を
交
え
た
生
活
講
座
で
、
悪
質
商
法
や
振

り
込
め
詐
欺
の
防
止
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

▲木村組合長（中央）と、共済部の今野部長（右）

1１/1０

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
か
ら
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
５
基
い
た
だ
き
ま
し
た

　11
月
10
日
㈫
、
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同

組
合
（
代
表
理
事
組
合
長
木
村
敏
和
様
：
写

真
中
央
）
と
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
山
形
県
本
部
か
ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
基

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
贈
は
昭
和
48
年
か
ら

毎
年
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
い
た
だ
い
た

5
基
を
含
め
て
、
通
算
し
て
２
７
０
基
と
な

り
ま
す
。

　町
で
は
、こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
活
用
し
、

交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▲多くの住民が参加した防災講演会

1１/1５

い
の
ち
を
守
る
行
動
選
択
訓
練
が
大
事

　
　
　
　
　
　
　
　～
玉
庭
地
区
・
東
沢
地
区
合
同
防
災
講
演
会
～

　11
月
15
日
㈰
、
東
沢
地
区
自
主
防
災
会
と

玉
庭
地
区
自
主
防
災
組
織
連
合
会
合
同
の
防

災
講
演
会
が
、
東
沢
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　講
師
は
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
村
武

彦
氏
で
、「
最
近
の
大
規
模
災
害
に
学
ぶ
家

庭
と
地
域
の
実
践
的
防
災
対
策
」
と
題
し
、

今
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
な
ど
の
災
害

事
例
を
踏
ま
え
、
火
を
出
さ
な
い
訓
練
や
閉

じ
込
め
ら
れ
な
い
訓
練
、
在
宅
避
難
準
備
な

ど
、
い
の
ち
を
守
る
行
動
選
択
訓
練
の
必
要

性
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
防
災
に
向
け
た
対
応

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
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食生活改善推進協議会　吉島地区活動紹介
　吉島地区ではおやこの食育、男の料理、生涯骨太の伝達講習会の他、地区の行事にも多数参加協力しています。
７月の『わんぱくキッズ通学合宿』の夕食作りでは、郷土料理を取り入れながら、栄養バランスを考えて調理し
ました。子ども達が皆にこにこおいしいと言ってくれたのが活動の励みになりました。
　１１月には吉島地区の吉島ふれあい祭に参加し、今年は『きんぴらのみそ汁』と『かぼちゃ白玉』をレシピと
共に提供しました。きんぴらみそ汁はすりごまが香ばしく体が温まると好評でした。
今年は初めて、祭会場に家庭のみそ汁を持参していただき、みそ汁の塩分調査も実
施しました。塩分摂取量の多い食生活が生活習慣病やがんに影響があるとは知って
いても、実際にはなかなか減塩を実行できていない事が多く、減塩の普及活動の大
切さを感じました。（文：食生活改善推進協議会　吉島地区　和田美紀子）

ごぼう ６０ｇ
にんじん ５０ｇ
えのき ４０ｇ
ごま油 小さじ１
だし汁 ６００ｍｌ
ねぎ ４０ｇ
味噌 大さじ１
すりごま 大さじ２
一味唐辛子 お好みで

きんぴらみそ汁（４人前）1 人分　エネルギー６８kcal　塩分０．８g

①ごぼう・にんじんは長さ３ｃｍの細切りにする。
②えのきは石づきを取り、長さを半分に切る。
③ねぎは粗みじんに切る。
④鍋にごま油を入れ、ごぼう、にんじん、えのきを
　炒める。野菜がしんなりしたら、だし汁を加え煮る。
⑤野菜が軟らかくなったら、ねぎとみそ、すりごま
　を入れる。

作
り
方

環境保全にかかわる、２つの調査結果をお知らせします
●平成２７年度水質調査結果

①は、有機物が分解されず堆積していたことが、超過の原因と考えられます。
②は、植物性プランクトンの光合成によって水中の二酸化炭素（炭酸ガス）の減少が、超過の原因と考えられます。
③①、②とも原因の特定には至りませんでしたが、他の項目に関しては参考値内となっていることから、今後も
　水質調査を継続して行っていき環境保全に努めていきます。
※１）参考値　県では、それぞれの利用目的に合わせた環境基準が設定されています。水路の水質には基準があ
　　　　　　　りません。そのため「生活環境の保全に関する環境基準　河川Ｃ類型」を参考として水質を比較
　　　　　　　しました。水産業でも使用できる基準です。

調査項目 単位 山口沢川 萩野堀 天神堀 中小松堀 ※１）参考値
（Ｃ類型）上流 下流 下流 下流 下流

水素イオン濃度（ＰＨ） ー 6.5 6.6 7.1 ※②  9.2 7.0 6.5 ～ 8.5
生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）mg/l 3.1 ※①  5.2 1.6 2.2 3.5 5 以下
浮遊物質量（ＳＳ） mg/l 5 13 3 1 4 50 以下
溶存酸素（ＤＯ） mg/l 7.0 7.9 8.2 12.0 8.3 5 以下

大腸菌群最確数 MPN/
100ml 49,000 49,000 24,000 49,000 140,000 ー

●平成２７年度臭気測定結果
　今回の結果では、参考値内となっていますが、今後も臭気測定を継続して行っていき環境保全に努めていきます。

※ 1）参考値　今回の測定対象事業者が所在する地域は、「悪臭防止法に基づく地域の指定及び規制基準の設定」
　　　　　　　では、規制地域に指定されていないため、都市計画法に基づく工業地域並びにその他の地域（Ｃ
　　　　　　　地域）の臭気指数を参考として基準を設定しました。

調査項目 大規模養豚場 大規模養鶏場 ※１）参考値
Ｃ地域敷地境界① 敷地境界② 敷地境界① 敷地境界②

臭気指数 11 11 10 未満 10 未満 19

問町住民生活課　生活環境グループ　☎４２ー６６１８
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　髙
橋
義
郎
さ
ん
（
西
大
塚
）
が
、
仙
台
国

税
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に
社
団
法
人
米

沢
法
人
会
（
現
公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会
）

理
事
に
就
任
以
来
、
各
委
員
会
の
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
ほ
か
、
川
西
支
部
長
と
し
て
、

支
部
の
運
営
、
組
織
強
化
に
も
積
極
的
に
関

与
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
23
年
に
副
会
長
に
就
任
さ
れ
、

会
の
運
営
や
業
務
の
推
進
に
積
極
的
に
関
与

す
る
と
と
も
に
、
e
ー
T
a
X
の
普
及
・

拡
大
に
対
し
て
も
、
早
期
に
自
ら
が
利
用
開

始
す
る
な
ど
、
法
人
会
会
員
へ
の
普
及
・
拡

大
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

申
告
納
税
制
度
の
普
及
啓
発
が
賞
賛
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
仙
台
国
税
局
長
表
彰
受
賞
～

▲受賞者の梅津敦さん

ま
ち
づ
く
り
へ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
る

～
平
成
27
年
度
置
賜
社
会
教
育
振
興
会
表
彰
～

　梅
津
敦
さ
ん
（
西
大
塚
）
が
、
置
賜
社
会

教
育
振
興
会
か
ら
優
良
社
会
教
育
職
員
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　梅
津
さ
ん
は
、地
域
主
導
の
公
民
館
運
営
、

地
区
公
民
館
の
指
定
管
理
に
よ
る
施
設
管
理

運
営
、
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
の
拠
点
施

設
と
し
て
の
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
生
ま

れ
変
わ
り
と
、
度
重
な
る
変
遷
期
に
、
大
塚

地
区
公
民
館
の
運
営
審
議
委
員
や
大
塚
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
手
腕
を
発
揮
さ

れ
、
現
在
の
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
基
礎
を

作
り
上
げ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

▲受賞された髙橋義郎さん

　大
沼
藤
一
さ
ん
（
西
大
塚
）
が
、
大
高
根

農
場
記
念
山
形
県
農
業
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
、
県
の
農
業
振
興
発
展
に
尽

く
し
た
功
績
が
顕
著
な
農
業
者
等
に
対
し
て

贈
ら
れ
る
、
最
高
位
で
最
も
名
誉
な
賞
で
す
。

　大
沼
さ
ん
は
、
川
西
肉
牛
部
会
長
、
Ｊ
Ａ

山
形
お
き
た
ま
米
沢
牛
振
興
部
会
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
玉
庭
放
牧
場
内
に
「
黒
べ
こ
の

郷
粗
飼
料
・
和
牛
生
産
組
合
」
を
設
立
し
、

新
規
就
農
者
や
繁
殖
農
家
の
20
代
の
後
継
者

な
ど
、
多
彩
な
生
産
者
と
と
も
に
、
繁
殖
・

肥
育
の
地
域
内
一
貫
体
制
に
よ
る
、
新
た
な

米
沢
牛
生
産
基
盤
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

米
沢
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
大
高
根
農
場
記
念
山
形
県
農
業
賞
～

▲受賞の報告をする大沼藤一さんと千惠美さん

▲受賞された経緯についてお話する山田政一さん

卓
越
し
た
「
匠
」
の
技
を
讃
え
て

　
　
　
　
　
　
　～
平
成
27
年
度
卓
越
し
た
技
能
者
（
現
代
の
名
工
）
～

　㈱
東
北
緑
地
造
苑
代
表
取
締
役
の
山
田
政

一
さ
ん(

時
田
）
が
平
成
27
年
度
卓
越
し
た

技
能
者（
現
代
の
名
工
）に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　厚
生
労
働
省
で
は
、
卓
越
し
た
技
能
を
持

ち
、
そ
の
道
で
第
一
人
者
と
目
さ
れ
て
い
る

技
能
者
を
現
代
の
名
工
と
し
て
表
彰
し
、
今

年
度
は
、
１
５
０
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　山
田
さ
ん
は
、
長
年
造
園
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
限
ら
れ
た
空
間
を
広
大
に
見
せ
る
遠

近
法
を
研
究
さ
れ
、
独
自
の
手
法
に
よ
り
、

簡
素
な
が
ら
緻
密
な
作
庭
を
得
意
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
技
能
検
定
員
を
務
め
、
後

進
の
育
成
に
も
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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山形おきたま
冬のあった回廊キャンペーン
　冬の魅力、雛めぐりを通
じて「何度でも訪れたくな
る“おきたま”」の魅力を紹
介し、期間限定のあったか
グルメや、置賜の名店を集
めた「ラーメンスタンプラ
リー」などを開催します。
　パンフレットをご希望の
方は下記までお問い合わせ
ください。
■ キャンペーン期間
平成２７年１２月１日～平成２８年３月３１日
問町産業振興課商工観光グループ　☎４２－６６４５

種　類 金　額
シーズン券  一般　　　　　　　４，５００円

 町内小人　　　　　３，５００円
一　日　券 　  １，５００円
半　日　券  　 １，０００円
ナイター券 　  　 ５００円
回　数　券  １０枚つづり　　　　  ５００円

団 体 利 用
 ３５人未満　　　１０，０００円
 ５０人まで　  　２５０円／１人
 １００人まで　  ２２０円／１人
 １００人以上　  ２００円／１人

シーズン券は、ナイター利用もできます。
ロープトウ券は、ロープトウ小屋で販売します。

１２月２３日㊌
小松スキー場オープン！
　　　　　※ ゲレンデ使用は積雪状況によります
■ ロープトウ運行時間
　【月曜日～土曜日】　午後１時～４時００分
※ 平日は都合により運休する場合があります。
　【日曜日、祝祭日】　午前９時～午後４時００分
　【ナイター（火、木、金、土及び祝祭日の前日）】
　　　　　　　　　　午後６時～８時５０分

問町まちづくり課 生涯学習グループ ☎４２－６６６８

❖ 参 加 料　５００円（入浴料・保険料・ガイド料）
❖ スノーシューレンタル料　１, ０８０円（数量限定）
※ お持ちの「かんじき」を履いての参加も可能です。
❖ 申込締切　１２月２４日㈭
※ 天候により内容変更または中止となる場合があります。

午前５時 30 分　浴浴センターまどか集合
午前８時 30 分　解散予定１月１日㊎

申込・問川西町観光協会 ☎５４－１５１５

初日の出スノーシューハイク
初日の出を見に行こう！

　上小松高戸屋山の山頂から初日の出を眺める雪上ハイキングです。
　標高約１５０ｍ、道のり約４㎞の周回コースを予定しています。
　ガイド兼インストラクターがつきますので、初心者も安心して登れます。下山後は、温泉でリフレッシュ！

　サンタさんが家にやってくる本格的なクリスマス
を演出！
　ご準備いただいたプレゼントをサンタさんに扮し
て子どもたちにお渡しします。お問合わせください。
❖ 対　象　川西町内で就学前の子どもがいる家庭
❖ 参加料　１世帯１, ０００円（定員２０世帯）
❖ 申　込　１２月１８日㈮までお問合せください。

午後６時～（予定）12月23日㊌

申込・問　トナカイ急便かわにし隊
☎０９０－７０６７－５８７２
メール　kawanishisanta@yahoo.co.jp

トナカイ急便  
家にサンタがやってくる！

安全祈願
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い

　 

今
年
一
年
を
振
り
返
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
未
年
の
今
年
は
、
羊
が
群
れ
て
進
む
よ
う

に
景
気
が
上
昇
し
良
い
年
と
予
想
さ
れ
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

　町
は
60
周
年
記
念
の
年
で
活
気
に
満
ち
た
一

年
で
し
た
。
９
月
の
記
念
式
典
、
国
際
ダ
リ
ア

サ
ミ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
多
彩

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
一
つ
で
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

川
西
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ダ
リ
ヤ
園
６
万
人
入
園

は
、
記
録
に
残
る
嬉
し
い
話
題
で
し
た
。
締
め

く
く
り
の
女
性
議
会
も
真
剣
な
熱
い
議
論
の
場

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
完
成
す
る
校
歌
集

が
楽
し
み
で
す
。 

　川
西
版
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
25
年
後
の
人
口
予
測
を
１
万
2
千
人

と
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
人
口
の
社
会
的

増
減
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。
町
の

現
状
を
分
析
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
、移
住・

定
住
、
女
性
が
活
躍
す
る
町
、
生
涯
現
役
の
４

基
本
目
標
と
公
立
置
賜
総
合
病
院
周
辺
の
積
極

的
な
土
地
開
発
に
よ
り
人
口
減
少
の
克
服
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
分
野
別
に
数

値
目
標
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
よ
っ
て
検
証
し
ま
す
。 

　例
を
挙
げ
る
と
、
地
域
経
済
活
性
化
の
「
農

業
所
得
の
向
上
戦
略
」
の
具
体
的
施
策
と
し

て
、
攻
め
の
農
業
の
展
開
で
▼
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
「
売
れ
る
米
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま

す
と
あ
り
ま
し
た
が
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
と
は
何

か
、
売
れ
る
米
づ
く
り
で
農
家
所
得
は
ど
う
な

る
の
か
議
論
し
ま
し
た
。
日
本
経
済
新
聞
に
よ

る
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
締
結
を
に
ら
み
岐
阜
県
で
は

「
し
き
ゆ
た
か
」
と
い
う
多
収
穫
の
新
品
種
に

よ
っ
て
経
費
削
減
を
図
り
、
１
キ
ロ
百
円
の
コ

メ
を
生
産
し
輸
入
米
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
一
方
青
森
県
は
「
青
天
の
霹
靂
」、
新

潟
県
は
「
新
之
助
」、
２
年
後
に
岩
手
県
の
高

級
ブ
ラ
ン
ド
米
が
デ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
「
高
級

米
と
低
コ
ス
ト
の
多
収
穫
米
」
の
二
極
分
化
が

進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
川
西
の
戦
略
が
問
わ

れ
ま
す
。
最
終
的
に
▼
生
産
、
品
質
管
理
を
よ

り
一
層
向
上
さ
せ
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

付
加
価
値
の
高
い
米
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
と

修
正
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
戦
略
は
立
て
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
以
上
の
議

論
が
必
要
で
す
。
重
た
い
宿
題
を
た
く
さ
ん
背

負
い
ま
し
た
が
、
コ
ツ
コ
ツ
と
一
つ
ず
つ
実
績

を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　残
り
わ
ず
か
、
慌
し
い
歳
末
で
す
が
、
事
故

な
ど
に
十
分
気
を
付
け
ら
れ
良
い
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。
今
年
一
年
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★
　軽い症状で救急外来を受診すると、緊急性の高い
重症患者の方の治療に支障をきたすことがありま
す。救急の場合を除き、平日の時間内に受診するよ
う心がけましょう。

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉１月１２日㈫、２５日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

9・10 か月児健康診査
〈期　　日〉１月２０日㈬
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２７年３月～４月生まれの乳児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

１歳６か月児健康診査
〈期　　日〉１月２２日㈮
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２６年５月～６月生まれの幼児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、オムツ、
　　　　　  問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※対象者へ事前に問診票を郵送します。

　１２月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が１２月２日か
ら１月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２８年１月１日～平成２８年１２月３１日まで
※小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２７年１２月３１日までご
使用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証
の有効期間を確認してからご使用ください。
■郵送時期 １２月中旬ごろ※申請は必要ありません。
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１月２１日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 26 年 1 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年 11 月、平成 25 年 7 月
平成 25 年 1 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

ママパパ教室
〈期　　日〉１月１９日㈫
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉1 月 12 日㈫まで電話で申込み
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、エプロン、バンダナ

★重要なお知らせ★
○子宮頸がんワクチン
○ヒブワクチン
○小児用肺炎球菌
上記の予防接種を受けた方へ
　平成 25 年 3 月 31 日までに、市町村の助成により、
ヒトパピローマウイルスワクチン（子宮頸がんワク
チン）、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの
いずれかを接種した方のうち、接種後に何らかの症
状が生じ、医療機関を受診した方は、接種との関連
性が認定されると、医療費・医療手当が支給される
場合があります。
　お心当たりのある方は、具体的な請求方法等につ
いて、下記に至急お問い合わせください。
問独立行政法人医薬品医療機器総合機構の救済制度
　相談窓口　
☎０１２０－１４９－９３１（フリーダイヤル）
☎０３－３５０６－９４１１（有料）
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健康情報ひろば

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４２－６６３８

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～

介護者のつどい
期日：平成２８年１月２７日㈬
会場：生きがい交流館（美女木）
時間：午前１０時～１１時３０分　
内容：茶話会
料金：無料

問地域包括支援センター☎４２－６６３８

西大塚カフェ
期日：平成２８年２月１８日㈭
会場：ケアセンターとこしえ西大塚
時間：午後１時３０分～３時
内容：茶話会・体操
料金：無料

問ケアセンターとこしえ西大塚☎４２－３５５５

認知症の方を介護する家族支援

「介護者のつどい」＆「西大塚カフェ」のご案内

認知症と足腰の衰えを予防しよう！

認知症の人を支え合う「認知症サポーター養成講座」
　認知症を正しく理解して地域で認知症の人や家族を温かく支えていただく「認知症サポーター」養成講座を
実施しています。部落や自治会、職場等の集まりに出向きます。電話でお気軽にお問い合わせください。

　これから、だんだん寒くなり、閉じこもりがちの生活になる方が増えてきます。閉じこもりや
不活発な生活が認知症や転倒とも関係しているといわれています。
　また、年とともに２つのことを同時に行う能力が低下してきます。そこで、元気に冬を乗り切
るために脳とからだを同時に鍛える運動を紹介します。

座って行うエクササイズ　
①　椅子に座ります　　
②　そのままの姿勢でゆっくりと足踏みを始めます。
③　できるだけ早く足踏みを行います。
④　お題を決めて、③の運動を行いながら、お題の回答をできるだ
　　けたくさん声に出して言います。
　お題の例　・野菜をできるだけ多く言ってください！
　　　　　　・しりとりしましょう！
　　　　　　・計算をしましょう！
　　　　　　・都道府県名を言いましょう！　などなど…

※立ってできる人は立って足踏みしながら行いましょう！

◆ポイント
①継続することが大事です。少しの時間でもできるだけ毎日行いましょう
②無理しないで徐々に時間を長くしましょう。
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～健康かわにし２１計画（第２次）推進中～

　お酒は適量で楽しみましょう！

いきいき
元気！
～Ｎｏ８～

☆お酒は「百薬の長」？
　適量のお酒を飲んでいる人は、お酒を全く飲まない人や大量
に飲む人に比べて、死亡率が低いという調査結果があります。
　しかし、適量を超えて飲み続けると、肝臓障害や高血圧、痛
風などの生活習慣病を引き起こしやすくなります。また、がん
や糖尿病、脳卒中などの病気の発症につながります。
※日本人の半数は遺伝的にアルコールを分解する力が弱いこと
もあり、飲酒習慣の無い人が、体によいという理由でお酒を始
める必要はまったくありません。

　年末年始にかけて、お酒を飲む機会が増えてくると思います。誘いが多いからといって飲み過ぎてしまうと、
身体に負担がかかります。飲まない日をつくり、体をいたわりながら「適正飲酒」を心がけ、楽しく飲みましょう。

☆適量ってどのくらい？

　1 日当たりの純アルコール摂取量　約 20g 程度といわれています。（これらのいずれか一つです）
※女性や高齢者はこの半分が適量です。
ビール
（中ビン 1本
５００ｍｌ）

清酒
（１合
180ｍｌ）

ウイスキー・
ブランデー
（ダブル１杯
６０ｍｌ）

焼酎（２５度）
（0.6 合
110 ｍｌ）

ワイン
（200ｍｌ）

☆川西町の状況は？

　生活習慣病のリスクを高める量（純アルコール摂
取量 男性：40 ｇ以上、女性：20 ｇ以上）を飲酒
しているのは、男性が多く、特に働き盛りの 40 歳代、
50 歳代です。この機会にご自身の生活を振り返り、
適量範囲に抑えてみましょう。

～適正飲酒の１０か条～　公益社団法人アルコール健康医学協会より

１　談笑し　楽しく飲むのが　基本です
２　食べながら　適量範囲で　ゆっくりと
３　強い酒　薄めて飲むのが　オススメです
４　つくろうよ　週に二日は　休肝日
５　やめようよ　きりなく長い　飲み続け

６　許さない　他人への無理強い　イッキ飲み
７　アルコール　薬と一緒は　危険です
８　飲まないで　妊娠中と　授乳期は
９　飲酒後の　運動・入浴　要注意
10　肝臓など　定期検査を　忘れずに

　ここが、一日当たり
のアルコール摂取量の
適量で、下表のとおり、
お酒の種類により異な
ります。　
　摂取量が適量を超え
ると、死亡率が高く
なっていきます。

★介６５歳以上の方が対象です　　　　　　
護予防教室「すこやか塾」参加者募集！

■ 期　日　１月２９日㈮午前１０時～１３時３０分
■ 内　容　「認知症について」
■ 講　師　かがやきの丘　施設長　池野　知康　氏
■ 会　場　浴浴センターまどか　
■ 負担金　１，０００円（昼食代）　入浴可
■ 締　切　平成２８年１月１９日㈫

■ 申込み　定員３０名（希望者に送迎あり）
■ その他　電話にて下記申込先までお申し込みくだ
　　　　　 さい。
　　　　　 申込多数の場合、初回参加者を優先させ
　　　　　 ていただきます。
　　　　　申込後、参加決定の通知を郵送いたします。
問町健康福祉課健康推進グループ☎４２－６６４０

町報かわにし　16平成２７年１２月１５日



17　町報かわにし 平成２７年１２月１５日

町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い

　 

今
年
一
年
を
振
り
返
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
未
年
の
今
年
は
、
羊
が
群
れ
て
進
む
よ
う

に
景
気
が
上
昇
し
良
い
年
と
予
想
さ
れ
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

　町
は
60
周
年
記
念
の
年
で
活
気
に
満
ち
た
一

年
で
し
た
。
９
月
の
記
念
式
典
、
国
際
ダ
リ
ア

サ
ミ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
多
彩

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
一
つ
で
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

川
西
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ダ
リ
ヤ
園
６
万
人
入
園

は
、
記
録
に
残
る
嬉
し
い
話
題
で
し
た
。
締
め

く
く
り
の
女
性
議
会
も
真
剣
な
熱
い
議
論
の
場

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
完
成
す
る
校
歌
集

が
楽
し
み
で
す
。 

　川
西
版
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
25
年
後
の
人
口
予
測
を
１
万
2
千
人

と
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
人
口
の
社
会
的

増
減
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。
町
の

現
状
を
分
析
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
、移
住・

定
住
、
女
性
が
活
躍
す
る
町
、
生
涯
現
役
の
４

基
本
目
標
と
公
立
置
賜
総
合
病
院
周
辺
の
積
極

的
な
土
地
開
発
に
よ
り
人
口
減
少
の
克
服
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
分
野
別
に
数

値
目
標
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
よ
っ
て
検
証
し
ま
す
。 

　例
を
挙
げ
る
と
、
地
域
経
済
活
性
化
の
「
農

業
所
得
の
向
上
戦
略
」
の
具
体
的
施
策
と
し

て
、
攻
め
の
農
業
の
展
開
で
▼
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
「
売
れ
る
米
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま

す
と
あ
り
ま
し
た
が
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
と
は
何

か
、
売
れ
る
米
づ
く
り
で
農
家
所
得
は
ど
う
な

る
の
か
議
論
し
ま
し
た
。
日
本
経
済
新
聞
に
よ

る
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
締
結
を
に
ら
み
岐
阜
県
で
は

「
し
き
ゆ
た
か
」
と
い
う
多
収
穫
の
新
品
種
に

よ
っ
て
経
費
削
減
を
図
り
、
１
キ
ロ
百
円
の
コ

メ
を
生
産
し
輸
入
米
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
一
方
青
森
県
は
「
青
天
の
霹
靂
」、
新

潟
県
は
「
新
之
助
」、
２
年
後
に
岩
手
県
の
高

級
ブ
ラ
ン
ド
米
が
デ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
「
高
級

米
と
低
コ
ス
ト
の
多
収
穫
米
」
の
二
極
分
化
が

進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
川
西
の
戦
略
が
問
わ

れ
ま
す
。
最
終
的
に
▼
生
産
、
品
質
管
理
を
よ

り
一
層
向
上
さ
せ
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

付
加
価
値
の
高
い
米
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
と

修
正
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
戦
略
は
立
て
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
以
上
の
議

論
が
必
要
で
す
。
重
た
い
宿
題
を
た
く
さ
ん
背

負
い
ま
し
た
が
、
コ
ツ
コ
ツ
と
一
つ
ず
つ
実
績

を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　残
り
わ
ず
か
、
慌
し
い
歳
末
で
す
が
、
事
故

な
ど
に
十
分
気
を
付
け
ら
れ
良
い
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。
今
年
一
年
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★
　軽い症状で救急外来を受診すると、緊急性の高い
重症患者の方の治療に支障をきたすことがありま
す。救急の場合を除き、平日の時間内に受診するよ
う心がけましょう。

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉１月１２日㈫、２５日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

9・10 か月児健康診査
〈期　　日〉１月２０日㈬
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２７年３月～４月生まれの乳児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

１歳６か月児健康診査
〈期　　日〉１月２２日㈮
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２６年５月～６月生まれの幼児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、オムツ、
　　　　　  問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※対象者へ事前に問診票を郵送します。

　１２月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が１２月２日か
ら１月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２８年１月１日～平成２８年１２月３１日まで
※小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２７年１２月３１日までご
使用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証
の有効期間を確認してからご使用ください。
■郵送時期 １２月中旬ごろ※申請は必要ありません。
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１月２１日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 26 年 1 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年 11 月、平成 25 年 7 月
平成 25 年 1 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

ママパパ教室
〈期　　日〉１月１９日㈫
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉1 月 12 日㈫まで電話で申込み
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、エプロン、バンダナ

★重要なお知らせ★
○子宮頸がんワクチン
○ヒブワクチン
○小児用肺炎球菌
上記の予防接種を受けた方へ
　平成 25 年 3 月 31 日までに、市町村の助成により、
ヒトパピローマウイルスワクチン（子宮頸がんワク
チン）、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの
いずれかを接種した方のうち、接種後に何らかの症
状が生じ、医療機関を受診した方は、接種との関連
性が認定されると、医療費・医療手当が支給される
場合があります。
　お心当たりのある方は、具体的な請求方法等につ
いて、下記に至急お問い合わせください。
問独立行政法人医薬品医療機器総合機構の救済制度
　相談窓口　
☎０１２０－１４９－９３１（フリーダイヤル）
☎０３－３５０６－９４１１（有料）
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健康情報ひろば

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４２－６６３８

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～

介護者のつどい
期日：平成２８年１月２７日㈬
会場：生きがい交流館（美女木）
時間：午前１０時～１１時３０分　
内容：茶話会
料金：無料

問地域包括支援センター☎４２－６６３８

西大塚カフェ
期日：平成２８年２月１８日㈭
会場：ケアセンターとこしえ西大塚
時間：午後１時３０分～３時
内容：茶話会・体操
料金：無料

問ケアセンターとこしえ西大塚☎４２－３５５５

認知症の方を介護する家族支援

「介護者のつどい」＆「西大塚カフェ」のご案内

認知症と足腰の衰えを予防しよう！

認知症の人を支え合う「認知症サポーター養成講座」
　認知症を正しく理解して地域で認知症の人や家族を温かく支えていただく「認知症サポーター」養成講座を
実施しています。部落や自治会、職場等の集まりに出向きます。電話でお気軽にお問い合わせください。

　これから、だんだん寒くなり、閉じこもりがちの生活になる方が増えてきます。閉じこもりや
不活発な生活が認知症や転倒とも関係しているといわれています。
　また、年とともに２つのことを同時に行う能力が低下してきます。そこで、元気に冬を乗り切
るために脳とからだを同時に鍛える運動を紹介します。

座って行うエクササイズ　
①　椅子に座ります　　
②　そのままの姿勢でゆっくりと足踏みを始めます。
③　できるだけ早く足踏みを行います。
④　お題を決めて、③の運動を行いながら、お題の回答をできるだ
　　けたくさん声に出して言います。
　お題の例　・野菜をできるだけ多く言ってください！
　　　　　　・しりとりしましょう！
　　　　　　・計算をしましょう！
　　　　　　・都道府県名を言いましょう！　などなど…

※立ってできる人は立って足踏みしながら行いましょう！

◆ポイント
①継続することが大事です。少しの時間でもできるだけ毎日行いましょう
②無理しないで徐々に時間を長くしましょう。
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～健康かわにし２１計画（第２次）推進中～

　お酒は適量で楽しみましょう！

いきいき
元気！
～Ｎｏ８～

☆お酒は「百薬の長」？
　適量のお酒を飲んでいる人は、お酒を全く飲まない人や大量
に飲む人に比べて、死亡率が低いという調査結果があります。
　しかし、適量を超えて飲み続けると、肝臓障害や高血圧、痛
風などの生活習慣病を引き起こしやすくなります。また、がん
や糖尿病、脳卒中などの病気の発症につながります。
※日本人の半数は遺伝的にアルコールを分解する力が弱いこと
もあり、飲酒習慣の無い人が、体によいという理由でお酒を始
める必要はまったくありません。

　年末年始にかけて、お酒を飲む機会が増えてくると思います。誘いが多いからといって飲み過ぎてしまうと、
身体に負担がかかります。飲まない日をつくり、体をいたわりながら「適正飲酒」を心がけ、楽しく飲みましょう。

☆適量ってどのくらい？

　1 日当たりの純アルコール摂取量　約 20g 程度といわれています。（これらのいずれか一つです）
※女性や高齢者はこの半分が適量です。
ビール
（中ビン 1本
５００ｍｌ）

清酒
（１合
180ｍｌ）

ウイスキー・
ブランデー
（ダブル１杯
６０ｍｌ）

焼酎（２５度）
（0.6 合
110 ｍｌ）

ワイン
（200ｍｌ）

☆川西町の状況は？

　生活習慣病のリスクを高める量（純アルコール摂
取量 男性：40 ｇ以上、女性：20 ｇ以上）を飲酒
しているのは、男性が多く、特に働き盛りの 40 歳代、
50 歳代です。この機会にご自身の生活を振り返り、
適量範囲に抑えてみましょう。

～適正飲酒の１０か条～　公益社団法人アルコール健康医学協会より

１　談笑し　楽しく飲むのが　基本です
２　食べながら　適量範囲で　ゆっくりと
３　強い酒　薄めて飲むのが　オススメです
４　つくろうよ　週に二日は　休肝日
５　やめようよ　きりなく長い　飲み続け

６　許さない　他人への無理強い　イッキ飲み
７　アルコール　薬と一緒は　危険です
８　飲まないで　妊娠中と　授乳期は
９　飲酒後の　運動・入浴　要注意
10　肝臓など　定期検査を　忘れずに

　ここが、一日当たり
のアルコール摂取量の
適量で、下表のとおり、
お酒の種類により異な
ります。　
　摂取量が適量を超え
ると、死亡率が高く
なっていきます。

★介６５歳以上の方が対象です　　　　　　
護予防教室「すこやか塾」参加者募集！

■ 期　日　１月２９日㈮午前１０時～１３時３０分
■ 内　容　「認知症について」
■ 講　師　かがやきの丘　施設長　池野　知康　氏
■ 会　場　浴浴センターまどか　
■ 負担金　１，０００円（昼食代）　入浴可
■ 締　切　平成２８年１月１９日㈫

■ 申込み　定員３０名（希望者に送迎あり）
■ その他　電話にて下記申込先までお申し込みくだ
　　　　　 さい。
　　　　　 申込多数の場合、初回参加者を優先させ
　　　　　 ていただきます。
　　　　　申込後、参加決定の通知を郵送いたします。
問町健康福祉課健康推進グループ☎４２－６６４０
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▲発表する小野教育長（左）と、平教諭（小松小・右）

1１/６

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
広
く
発
信

～
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

　11
月
6
日
㈮
、
山
形
テ
ル
サ
に
て
文
部
科

学
省
主
催
の
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
県

教
育
長
菅
野
滋
氏
を
は
じ
め
、
全
国
の
教
育

委
員
、
学
校
関
係
者
、
学
校
運
営
協
議
会
委

員
な
ど
約
2
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
本
町
が
取
り
組
ん
で

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
事
例
を

発
表
す
る
機
会
が
あ
り
、
町
内
8
つ
の
小
学

校
を
全
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指

定
し
た
こ
と
、
学
校
支
援
地
域
本
部
と
連
携

し
、
学
校
運
営
や
学
校
行
事
を
行
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

▲少年の主張を発表する川西中学校3年の矢口君

1１/1４

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
、
意
識
の
高
揚
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
川
西
町
民
生
活
安
全
推
進
大
会
～

　11
月
14
日
㈯
、
中
央
公
民
館
で
川
西
町
民

生
活
安
全
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
、
町
民
の
生
活
や
交
通
安
全
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
へ
の
表
彰

や
、
小
、
中
、
高
校
生
が
作
成
し
た
防
犯
ポ

ス
タ
ー
、防
犯
標
語
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　続
い
て
、
置
賜
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
の
主
張
大

会
に
出
場
し
た
、
川
西
中
学
校
3
年
の
矢
口

竣
介
君
と
鈴
木
渉
敦
君
が
、
堂
々
と
主
張
を

発
表
し
ま
し
た
。

　最
後
は
、
県
金
融
広
報
委
員
会
に
よ
る
寸

劇
を
交
え
た
生
活
講
座
で
、
悪
質
商
法
や
振

り
込
め
詐
欺
の
防
止
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

▲木村組合長（中央）と、共済部の今野部長（右）

1１/1０

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
か
ら
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
５
基
い
た
だ
き
ま
し
た

　11
月
10
日
㈫
、
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同

組
合
（
代
表
理
事
組
合
長
木
村
敏
和
様
：
写

真
中
央
）
と
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
山
形
県
本
部
か
ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
基

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
贈
は
昭
和
48
年
か
ら

毎
年
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
い
た
だ
い
た

5
基
を
含
め
て
、
通
算
し
て
２
７
０
基
と
な

り
ま
す
。

　町
で
は
、こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
活
用
し
、

交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▲多くの住民が参加した防災講演会

1１/1５

い
の
ち
を
守
る
行
動
選
択
訓
練
が
大
事

　
　
　
　
　
　
　
　～
玉
庭
地
区
・
東
沢
地
区
合
同
防
災
講
演
会
～

　11
月
15
日
㈰
、
東
沢
地
区
自
主
防
災
会
と

玉
庭
地
区
自
主
防
災
組
織
連
合
会
合
同
の
防

災
講
演
会
が
、
東
沢
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　講
師
は
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
村
武

彦
氏
で
、「
最
近
の
大
規
模
災
害
に
学
ぶ
家

庭
と
地
域
の
実
践
的
防
災
対
策
」
と
題
し
、

今
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
な
ど
の
災
害

事
例
を
踏
ま
え
、
火
を
出
さ
な
い
訓
練
や
閉

じ
込
め
ら
れ
な
い
訓
練
、
在
宅
避
難
準
備
な

ど
、
い
の
ち
を
守
る
行
動
選
択
訓
練
の
必
要

性
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
防
災
に
向
け
た
対
応

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
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食生活改善推進協議会　吉島地区活動紹介
　吉島地区ではおやこの食育、男の料理、生涯骨太の伝達講習会の他、地区の行事にも多数参加協力しています。
７月の『わんぱくキッズ通学合宿』の夕食作りでは、郷土料理を取り入れながら、栄養バランスを考えて調理し
ました。子ども達が皆にこにこおいしいと言ってくれたのが活動の励みになりました。
　１１月には吉島地区の吉島ふれあい祭に参加し、今年は『きんぴらのみそ汁』と『かぼちゃ白玉』をレシピと
共に提供しました。きんぴらみそ汁はすりごまが香ばしく体が温まると好評でした。
今年は初めて、祭会場に家庭のみそ汁を持参していただき、みそ汁の塩分調査も実
施しました。塩分摂取量の多い食生活が生活習慣病やがんに影響があるとは知って
いても、実際にはなかなか減塩を実行できていない事が多く、減塩の普及活動の大
切さを感じました。（文：食生活改善推進協議会　吉島地区　和田美紀子）

ごぼう ６０ｇ
にんじん ５０ｇ
えのき ４０ｇ
ごま油 小さじ１
だし汁 ６００ｍｌ
ねぎ ４０ｇ
味噌 大さじ１
すりごま 大さじ２
一味唐辛子 お好みで

きんぴらみそ汁（４人前）1 人分　エネルギー６８kcal　塩分０．８g

①ごぼう・にんじんは長さ３ｃｍの細切りにする。
②えのきは石づきを取り、長さを半分に切る。
③ねぎは粗みじんに切る。
④鍋にごま油を入れ、ごぼう、にんじん、えのきを
　炒める。野菜がしんなりしたら、だし汁を加え煮る。
⑤野菜が軟らかくなったら、ねぎとみそ、すりごま
　を入れる。

作
り
方

環境保全にかかわる、２つの調査結果をお知らせします
●平成２７年度水質調査結果

①は、有機物が分解されず堆積していたことが、超過の原因と考えられます。
②は、植物性プランクトンの光合成によって水中の二酸化炭素（炭酸ガス）の減少が、超過の原因と考えられます。
③①、②とも原因の特定には至りませんでしたが、他の項目に関しては参考値内となっていることから、今後も
　水質調査を継続して行っていき環境保全に努めていきます。
※１）参考値　県では、それぞれの利用目的に合わせた環境基準が設定されています。水路の水質には基準があ
　　　　　　　りません。そのため「生活環境の保全に関する環境基準　河川Ｃ類型」を参考として水質を比較
　　　　　　　しました。水産業でも使用できる基準です。

調査項目 単位 山口沢川 萩野堀 天神堀 中小松堀 ※１）参考値
（Ｃ類型）上流 下流 下流 下流 下流

水素イオン濃度（ＰＨ） ー 6.5 6.6 7.1 ※②  9.2 7.0 6.5 ～ 8.5
生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）mg/l 3.1 ※①  5.2 1.6 2.2 3.5 5 以下
浮遊物質量（ＳＳ） mg/l 5 13 3 1 4 50 以下
溶存酸素（ＤＯ） mg/l 7.0 7.9 8.2 12.0 8.3 5 以下

大腸菌群最確数 MPN/
100ml 49,000 49,000 24,000 49,000 140,000 ー

●平成２７年度臭気測定結果
　今回の結果では、参考値内となっていますが、今後も臭気測定を継続して行っていき環境保全に努めていきます。

※ 1）参考値　今回の測定対象事業者が所在する地域は、「悪臭防止法に基づく地域の指定及び規制基準の設定」
　　　　　　　では、規制地域に指定されていないため、都市計画法に基づく工業地域並びにその他の地域（Ｃ
　　　　　　　地域）の臭気指数を参考として基準を設定しました。

調査項目 大規模養豚場 大規模養鶏場 ※１）参考値
Ｃ地域敷地境界① 敷地境界② 敷地境界① 敷地境界②

臭気指数 11 11 10 未満 10 未満 19

問町住民生活課　生活環境グループ　☎４２ー６６１８
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　髙
橋
義
郎
さ
ん
（
西
大
塚
）
が
、
仙
台
国

税
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に
社
団
法
人
米

沢
法
人
会
（
現
公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会
）

理
事
に
就
任
以
来
、
各
委
員
会
の
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
ほ
か
、
川
西
支
部
長
と
し
て
、

支
部
の
運
営
、
組
織
強
化
に
も
積
極
的
に
関

与
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
23
年
に
副
会
長
に
就
任
さ
れ
、

会
の
運
営
や
業
務
の
推
進
に
積
極
的
に
関
与

す
る
と
と
も
に
、
e
ー
T
a
X
の
普
及
・

拡
大
に
対
し
て
も
、
早
期
に
自
ら
が
利
用
開

始
す
る
な
ど
、
法
人
会
会
員
へ
の
普
及
・
拡

大
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

申
告
納
税
制
度
の
普
及
啓
発
が
賞
賛
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
仙
台
国
税
局
長
表
彰
受
賞
～

▲受賞者の梅津敦さん

ま
ち
づ
く
り
へ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
る

～
平
成
27
年
度
置
賜
社
会
教
育
振
興
会
表
彰
～

　梅
津
敦
さ
ん
（
西
大
塚
）
が
、
置
賜
社
会

教
育
振
興
会
か
ら
優
良
社
会
教
育
職
員
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　梅
津
さ
ん
は
、地
域
主
導
の
公
民
館
運
営
、

地
区
公
民
館
の
指
定
管
理
に
よ
る
施
設
管
理

運
営
、
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
の
拠
点
施

設
と
し
て
の
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
生
ま

れ
変
わ
り
と
、
度
重
な
る
変
遷
期
に
、
大
塚

地
区
公
民
館
の
運
営
審
議
委
員
や
大
塚
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
手
腕
を
発
揮
さ

れ
、
現
在
の
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
基
礎
を

作
り
上
げ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

▲受賞された髙橋義郎さん

　大
沼
藤
一
さ
ん
（
西
大
塚
）
が
、
大
高
根

農
場
記
念
山
形
県
農
業
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
、
県
の
農
業
振
興
発
展
に
尽

く
し
た
功
績
が
顕
著
な
農
業
者
等
に
対
し
て

贈
ら
れ
る
、
最
高
位
で
最
も
名
誉
な
賞
で
す
。

　大
沼
さ
ん
は
、
川
西
肉
牛
部
会
長
、
Ｊ
Ａ

山
形
お
き
た
ま
米
沢
牛
振
興
部
会
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
玉
庭
放
牧
場
内
に
「
黒
べ
こ
の

郷
粗
飼
料
・
和
牛
生
産
組
合
」
を
設
立
し
、

新
規
就
農
者
や
繁
殖
農
家
の
20
代
の
後
継
者

な
ど
、
多
彩
な
生
産
者
と
と
も
に
、
繁
殖
・

肥
育
の
地
域
内
一
貫
体
制
に
よ
る
、
新
た
な

米
沢
牛
生
産
基
盤
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

米
沢
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
大
高
根
農
場
記
念
山
形
県
農
業
賞
～

▲受賞の報告をする大沼藤一さんと千惠美さん

▲受賞された経緯についてお話する山田政一さん

卓
越
し
た
「
匠
」
の
技
を
讃
え
て

　
　
　
　
　
　
　～
平
成
27
年
度
卓
越
し
た
技
能
者
（
現
代
の
名
工
）
～

　㈱
東
北
緑
地
造
苑
代
表
取
締
役
の
山
田
政

一
さ
ん(

時
田
）
が
平
成
27
年
度
卓
越
し
た

技
能
者（
現
代
の
名
工
）に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　厚
生
労
働
省
で
は
、
卓
越
し
た
技
能
を
持

ち
、
そ
の
道
で
第
一
人
者
と
目
さ
れ
て
い
る

技
能
者
を
現
代
の
名
工
と
し
て
表
彰
し
、
今

年
度
は
、
１
５
０
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　山
田
さ
ん
は
、
長
年
造
園
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
限
ら
れ
た
空
間
を
広
大
に
見
せ
る
遠

近
法
を
研
究
さ
れ
、
独
自
の
手
法
に
よ
り
、

簡
素
な
が
ら
緻
密
な
作
庭
を
得
意
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
技
能
検
定
員
を
務
め
、
後

進
の
育
成
に
も
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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山形おきたま
冬のあった回廊キャンペーン
　冬の魅力、雛めぐりを通
じて「何度でも訪れたくな
る“おきたま”」の魅力を紹
介し、期間限定のあったか
グルメや、置賜の名店を集
めた「ラーメンスタンプラ
リー」などを開催します。
　パンフレットをご希望の
方は下記までお問い合わせ
ください。
■ キャンペーン期間
平成２７年１２月１日～平成２８年３月３１日
問町産業振興課商工観光グループ　☎４２－６６４５

種　類 金　額
シーズン券  一般　　　　　　　４，５００円

 町内小人　　　　　３，５００円
一　日　券 　  １，５００円
半　日　券  　 １，０００円
ナイター券 　  　 ５００円
回　数　券  １０枚つづり　　　　  ５００円

団 体 利 用
 ３５人未満　　　１０，０００円
 ５０人まで　  　２５０円／１人
 １００人まで　  ２２０円／１人
 １００人以上　  ２００円／１人

シーズン券は、ナイター利用もできます。
ロープトウ券は、ロープトウ小屋で販売します。

１２月２３日㊌
小松スキー場オープン！
　　　　　※ ゲレンデ使用は積雪状況によります
■ ロープトウ運行時間
　【月曜日～土曜日】　午後１時～４時００分
※ 平日は都合により運休する場合があります。
　【日曜日、祝祭日】　午前９時～午後４時００分
　【ナイター（火、木、金、土及び祝祭日の前日）】
　　　　　　　　　　午後６時～８時５０分

問町まちづくり課 生涯学習グループ ☎４２－６６６８

❖ 参 加 料　５００円（入浴料・保険料・ガイド料）
❖ スノーシューレンタル料　１, ０８０円（数量限定）
※ お持ちの「かんじき」を履いての参加も可能です。
❖ 申込締切　１２月２４日㈭
※ 天候により内容変更または中止となる場合があります。

午前５時 30 分　浴浴センターまどか集合
午前８時 30 分　解散予定１月１日㊎

申込・問川西町観光協会 ☎５４－１５１５

初日の出スノーシューハイク
初日の出を見に行こう！

　上小松高戸屋山の山頂から初日の出を眺める雪上ハイキングです。
　標高約１５０ｍ、道のり約４㎞の周回コースを予定しています。
　ガイド兼インストラクターがつきますので、初心者も安心して登れます。下山後は、温泉でリフレッシュ！

　サンタさんが家にやってくる本格的なクリスマス
を演出！
　ご準備いただいたプレゼントをサンタさんに扮し
て子どもたちにお渡しします。お問合わせください。
❖ 対　象　川西町内で就学前の子どもがいる家庭
❖ 参加料　１世帯１, ０００円（定員２０世帯）
❖ 申　込　１２月１８日㈮までお問合せください。

午後６時～（予定）12月23日㊌

申込・問　トナカイ急便かわにし隊
☎０９０－７０６７－５８７２
メール　kawanishisanta@yahoo.co.jp

トナカイ急便  
家にサンタがやってくる！

安全祈願
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　玉
庭
小
学
校
学
校
支
援
地
域
本
部
が
、
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　「地
区
の
子
ど
も
は
『
玉
庭
の
孫
だ
』」
と

い
う
意
識
か
ら
、
平
成
20
年
に
町
内
で
い
ち

早
く
学
校
支
援
地
域
本
部
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
地
区
全
体
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　学
校
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
「
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
2
名
配
置
し
、
地

域
住
民
の
「
教
え
た
い
」
ニ
ー
ズ
と
、
学
校

側
の
「
専
門
的
な
授
業
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
を

繋
げ
、
算
数
、
外
国
語
（
英
語
）
活
動
や
食

農
活
動
、
和
太
鼓
の
授
業
を
行
う
な
ど
、
地

域
住
民
の
専
門
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度 

優
れ
た
「
地
域
に
よ
る
学
校
支
援

活
動
」
推
進
に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

▲訪問された大滝委員長（左）と青山校長先生（左）

▲町長室で受賞の報告を行う島貫さん

民
生
委
員
と
し
て
の
功
労
を
讃
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

　会
長
表
彰
受
賞
～

　島
貫
明
さ
ん
（
上
小
松
）
が
、民
生
委
員・

児
童
委
員
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　島
貫
さ
ん
は
、
平
成
10
年
か
ら
民
生
委
員

と
し
て
活
動
さ
れ
、
平
成
22
年
に
川
西
町
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
障
害
者
福
祉
部

会
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
25
年
か
ら
は
、
同

協
議
会
副
会
長
と
し
て
、
社
会
福
祉
制
度
の

改
正
や
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応
じ
た
研

修
会
の
企
画
な
ど
、
同
協
議
会
の
運
営
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
か
ら
米
沢
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
の
副
会
長
に
就
任
さ
れ
る
な
ど
、

多
方
面
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

▲ＮＰＯ法人えき・まちネットこまつの江本理事長

置
農
生
と
町
民
が
共
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　

　～
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞 
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
～

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
き
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
こ
ま
つ

が
「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動

賞
」
で
最
高
賞
の
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　羽
前
小
松
駅
の
無
人
化
問
題
を
機
に
、
置

賜
農
業
高
校
の
生
徒
が
中
心
と
な
り
、
住
民

と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
活
動

が
、
10
年
も
の
間
、
後
輩
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　江
本
理
事
長
は「
こ
の
活
動
を
と
お
し
て
、

羽
前
小
松
駅
が
今
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

『
帰
り
た
い
場
所
』の
象
徴
に
し
た
い
。」と
、

今
後
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▲ JR山形駅の杉田駅長（右）と原田町長

Ｊ
Ｒ
と
連
動
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
功
績
に
対
し
、

山
形
駅
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　11
月
11
日
㈬
、
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
長
か
ら
本
町

に
対
し
、
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　本
町
で
は
、
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
ひ
め
さ

ゆ
り
ウ
ォ
ー
ク
や
、
置
賜
農
業
高
校
川
西
の

ス
イ
ー
ツ
に
恋
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、

Ｊ
Ｒ
羽
前
小
松
駅
か
ら
ま
ち
な
か
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
な
が
ら
、
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
Ｊ
Ｒ
羽
前
小

松
駅
を
利
用
す
る
観
光
客
な
ど
の
、
Ｊ
Ｒ
利

用
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
事
が
、
今

回
の
感
謝
状
に
繋
が
り
ま
し
た
。
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■勤東北労働金庫と提携した生活応援制度　　
労者の方へ

 ●生活応援ローン
　下記のような生活資金全般にご利用いただけます。

■ 対 象 者　会社や商店に１年以上お勤めの町内在住の
方で、労働組合がない、または職場に融資
制度のない方。

■ 融資限度額　１５０万円以内（１万円単位）
■ 金　　利　年 3.2％（保証料込・固定金利）
■ 取扱期間　平成２８年３月末日まで
■ 返済期間　７年以内
問東北労働金庫 南陽支店 　　　　☎４０－３５１１
問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

教育資金

医療費

自動車
購入

冠婚葬祭 軽微な
借財返済

■事経営支援を目的とした制度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
業主の方へ

●中小企業雇用維持対策支援制度
　国の雇用調整助成金制度による助成を受けた事業所を対象に助成しています。助成金の交付は各事業所につき
２回までとし、助成額は国助成額の１５％（上限額１回あたり５０万円）としています。
●中小企業制度資金利子補給制度
　運転資金や設備資金等を目的に借り入れた事業所を対象に助成しています。助成額は１年分の支払利子の２０
％（上限額１０万円）としています。
●創業支援利子補給制度
　創業又は新分野進出、新商品開発に関する事業を行うため資金の融資を受けた事業所へ助成しています。助成額は
融資額（補助対象融資額５００万円以内）の年利 １. ０％相当額とし、助成期間は３年以内としています。

問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

●ふるさと奨学ローン
　県内への就職促進のための教育資金融資制度です。
卒業後、県内に就職または就業した場合は、（公財）
山形県勤労者育成教育基金協会からの利子補給制度が
あります。
■ 特別金利取扱期間　平成２８年３月末日まで
■ 融資対象　大学・短大・高校・専門学校の入学金

や授業料、仕送りなどの教育費用
■ 融資限度額　最高１, ０００万円まで
■ 返済期限　１０年以内
■ 特別金利（保証料込 ･ 固定金利）
　 ５年以内：年２．５０～３．００％
　 ７年以内：年２．８５～３．３５％
　 １０年以内：年３．１５％～３．６５％
問東北労働金庫 南陽支店 ☎４０－３５１１
問 ( 公財 ) 山形県勤労者育成教育基金協会
☎０２３－６３５－０１０１

■競希望者は忘れずに！　　　　　　　　　　
争入札参加資格審査申請の受付を行います

　平成２８年度に川西町が行う建設工事、測量・建設コ
ンサルタント、物品納入及び役務提供などの入札参加資
格審査申請書の追加受付を実施します。
■ 受付期間　平成２８年２月１日㈪～２月２９日㈪
　　　　　　（土、日、祝祭日は除きます）
■ 受付時間　午前９時～正午・午後 1 時～４時
■ 必要書類　出納検査課に準備している『競争入札参

加資格審査申請書受付要領』を請求いた
だくか、町ホームページをご覧のうえ、
下記に必要書類等をご確認ください。

■ 有効期限　平成２８年４月１日～平成２９年 3 月
　　　　　　 ３１日（１年間）
■ そ の 他　今年 2 月に「平成２７・２８年度競争

入札参加資格審査申請書を提出された
方は、申請の必要はありません。

問町出納検査課 契約検査グループ ☎４２－６６５８

■固平成２８年２月１日まで　　　　　　　　
定資産（償却資産）の適正な申告を

　町内で農業、商店、建設業などを営み、償却資産を
所有している個人・法人の方は、町に対して資産を申
告するように法律で義務付けられています（今年度提
出期限：平成２８年２月１日㈪）。この申告は、２月
から行う確定申告の減価償却費として計上する資産と
原則として一致するようにしてください。
　その際、農耕用車両のナンバーを取得された方につ
きましては、明細書を訂正し、申告書を提出いただき
ますよう重ねてお願いします。
　また、地方税法第３５３条及び同法第４０８条にお
いて県や市町村は、適正な申告が行われているか調査
することとなっており、毎年税務調査を行っています
ので、適正な申告をされますようお願いします。
　なお、所有している償却資産が該当するか不明な場
合は、下記までご相談ください。
問町税務収納課 町税グループ　☎４２－６６２４
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▲本場の鮭を堪能する小松小学校の児童たち

1１/２７

岩
手
県
大
槌
町
の
名
産
を
食
す

　
　
　
　
　～
岩
手
県
大
槌
町
産
「
南
部
鼻
曲
り
鮭
」
の
塩
焼
き
給
食
～

　11
月
27
日
㈮
、
川
西
中
学
校
と
小
松
小
学

校
で
、
岩
手
県
大
槌
町
産
の
「
南
部
鼻
曲
り

鮭
」
の
塩
焼
き
給
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
回
初
め
て
行
っ
た
こ
の
給
食
は
、
単
に

大
槌
町
の
経
済
的
な
復
興
支
援
を
行
う
だ
け

で
な
く
、
川
西
の
子
ど
も
た
ち
に
も
大
槌
町

の
名
産
で
あ
る
鮭
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
大
槌
町
の
事
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　子
ど
も
た
ち
は
、
鮭
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら

「
脂
が
の
っ
て
て
お
い
し
い
」
や
「
実
が
柔

ら
か
く
て
お
い
し
い
」
な
ど
、
大
槌
町
の
名

産
に
大
満
足
な
様
子
で
し
た
。

　11
月
19
日
㈭
、
羽
前
小
松
駅
に
て
「
薬
物

乱
用
撲
滅
広
報
活
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
取
り
組
み
は
、「
平
成
27
年
度
山
形
県

危
険
ド
ラ
ッ
グ
撲
滅
運
動
」
に
合
わ
せ
て
、

山
形
川
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
、

町
健
康
福
祉
課
職
員
が
合
同
で
、
危
険
ド
ラ

ッ
グ
の
撲
滅
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
、

薬
物
の
撲
滅
を
呼
び
掛
け
た
も
の
で
す
。

　当
日
は
、
特
に
多
く
の
高
校
生
が
通
学
で

羽
前
小
松
駅
に
出
入
り
す
る
時
間
帯
に
行
わ

れ
、
米
沢
の
高
校
に
向
か
う
町
内
の
高
校
生

や
、
各
地
か
ら
通
学
し
て
く
る
置
賜
農
業
高

校
の
生
徒
に
対
し
て
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
撲

滅
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

1１/1９
「
危
険
」
か
ら
高
校
生
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
薬
物
乱
用
撲
滅
広
報
活
動
～

▲高校生に啓発のためのチラシを配りました

　町
の
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
、「
川

西
町
の
校
歌
集
Ｃ
Ｄ
作
成
」
の
校
歌
収
録
が

完
了
し
ま
し
た
。

　8
月
14
、
15
日
に
は
卒
業
生
の
方
々
に
ご

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
廃
校
と
な
っ
た
小

中
学
校
の
校
歌
収
録
を
行
い
、
11
月
5
日
か

ら
は
、
既
存
学
校
の
校
歌
収
録
に
入
り
、
11

月
30
日
の
置
賜
農
業
高
等
学
校
を
最
終
と
し

て
、
無
事
に
す
べ
て
の
学
校
の
校
歌
を
収
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　校
歌
集
Ｃ
Ｄ
は
年
度
内
完
成
予
定
で
す
。

　在
校
生
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
卒
業
生
や
関
係
者
の
方
々
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1１/３０

全
て
の
校
歌
を
収
録
し
ま
し
た

　
　
　
　～
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業

　川
西
町
の
校
歌
集
Ｃ
Ｄ
作
成
～

▲一生懸命歌う中郡小学校の児童たち

▲日本代表として活躍した飯澤君と青木さん

1１/1８

中
学
生
が
世
界
に
挑
む
！

～
Ｕ
15
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
遠
征
～

　川
西
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
３
年
生
の
飯
澤

丈
君
と
、
青
木
彩
乃
さ
ん
が
、
11
月
26
日

～
29
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ

た
「
Ｆ
ー
Ｈ
ー
Ｅ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

２
０
１
５
」
に
、

日
本
代
表
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
て

き
ま
し
た
。

　11
月
18
日
㈬
に
は
、
町
と
町
体
育
協
会
、

町
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
か
ら
二
人
に
対
し
て
激
励

金
の
交
付
と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　大
会
の
結
果
、
男
子
代
表
は
３
勝
２
敗
１

引
き
分
け
、
女
子
代
表
は
５
勝
２
敗
と
い
う

成
績
で
し
た
。
詳
細
は
、
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協

会
の
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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■ま公開講座！誰でも無料で参加できます！　
ちづくりマイスター養成講座 受講生募集！

　町では、「これから」を担う人材を養成することを
目的とした養成講座を実施しています。
　だれでも受講できる講座です。ぜひ受講ください。
■ 期　日　平成２８年１月１２日㈫
　　　　　 午後７時～８時３０分
■ 場　所　中央公民館視聴覚室
■ 内　容　グローバル社会の川西町を考える
■ 講　師　東北福祉大学専任講師　佐藤　英仁氏
申し込み・問町まちづくり課 ちいきづくり推進室　
☎４２ー６６１３

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
１２月７日

地上から
の高さ

場所

玉庭小学校 川西中学校
１００㎝ ０．０９ ０．０９
　５０㎝ ０．０８ ０．０９

町内小中学校
　　　グラウンド空間放射線量

問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

問町教育総務課 教育総務グループ ☎４２－６６５９

指定食材 エノキタケ（新潟県産）
※１１月１９日献立食材

食材 No． 給食－１１１８－川西－６－エノキタケ

検査日
及び単位

（ベクレル/ｋｇ）
１１月１８日

ヨウ素 不検出（＜７．４）
セシウム 134 不検出（＜６．８）
セシウム 137 不検出（＜８．９）

❖県外産食材の学校給食検査結果
学校給食放射性物質検査について

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

※
12
月
・
１
月
の
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

12
月
18
日
㊎
　ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　歌
の
ピ
ア
ノ
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
！

1
月
8
日
㊎
　お
正
月
　お
獅
子
で
あ
そ
ぼ
う

　身
近
な
素
材
で
お
獅
子
を
作
っ
て
み
よ
う

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室 

午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

 

12
月
21
日
㊊

　1
月
18
日
㊊

　問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

  

美
郷
幼
稚
園

　1
月
６
日
㊌

　

 

北
斗
幼
稚
園

　1
月
13
日
㊌

※
12
月
29
日
㊋
～
1
月
3
日
㊐
ま
で
は
年
末
年
始
休
業
で
す
。

■平「ちまる」と一緒に町を元気にしませんか？
成２８年度地域おこし協力隊活動説明会

　来年度に、隊員の派遣を希望する活動を募集するた
め、今年度の隊員活動を紹介する説明会を開催します。
　興味のある方は、是非ご参加ください。
■ 日　時　平成２８年１月２５日㈪午後３時から
■ 場　所　中央公民館　視聴覚室
■ 内　容　平成２７年度の活動事例報告、２８年度
　　　　　 の活動スキーム・募集スケジュール説明
地域おこし協力隊（ちまる）とは
　町の非常勤特別職員となり、町に住所を移した都市
出身者が、団体などでの活動のほか、自主的な活動に
より、本町を元気にする取り組みを行っています。
問町まちづくり課 ちいきづくり推進室　
☎４２―６６４６■子山形県初！子育てを応援します！　　　　

育てナビを開設しました　
　町の子育て情報を、探しやす
くわかりやすくまとめた子育て応
援サイト「子育てナビ」を12 月
1日に開設しました。
　子育てに関する行政サービスの情報を「健康」「おかね」

「あずける」などに分類し、知りたい情報に簡単にたどり
着くことができます。また、パソコンだけでなく、スマー
トフォンアプリ（無料）にも対応しているため、手軽に調
べることができます。
　知っておくと便利な行政サービスや、子育てを楽しむイ
ベント、子育てに役立つ情報集めに「子育てナビ」をぜ
ひご活用ください。
　「子育てナビ」ホームページ
　http://kawanishi-town.mamafre.jp/
問町教育総務課 子育て支援グループ 
☎４２－６６７１

■原参加無料！植菌した原木はプレゼント！
木きのこ植菌体験

　山の幸であるきのこ。原木きのこ栽培は、初心者で
も簡単に始められます。川西町みどり環境交付金事業
の一環で植菌体験を実施しますので、老若男女問わず
気軽にご参加ください。
■ 日　時　平成２８年１月２３日㈯
　　　　　 午前１０時～１１時３０分
■ 場　所　中央公民館１階大ホール
■ 内　容　原木きのこ（しいたけ、なめこ）
　　　　 　の植菌体験
■ 講　師　米沢地方森林組合
　　　　　 森林整備課長　四柳　徹也氏
■ 申　込　申込不要です。直接会場へお越しください。
問町農地課 農村林務グループ　☎４２―６６４６
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　フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、
11
月
２
、３
日
「
川
西
町
芸

術
文
化
祭
」
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
作
品
や
ス
テ
ー
ジ

公
演
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
11
月
14
日
に
は
「
第
22
回
川
西
町
音
楽
見
本
市
」
が

行
わ
れ
、
町
内
の
小
中
学
生
を
は
じ
め
、
岩
手
県
の
大
槌
町
小

学
生
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
あ
ぐ
ど
ま
め
」
さ
ん
な
ど
、
多
く

の
団
体
が
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

①

③ ⑧

⑯ ⑮

⑬

②

④ ④

⑭
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
届
き
ま
し
た
か
？
詐
欺
に
注
意
！
！

　本
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
は
、
11
月
末
ま
で
に
転
送

不
要
の
簡
易
書
留
で
世
帯
主
あ
て
に
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

　ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
方
は
住
民
生

活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲このような封筒が届いています！

通
知
カ
ー
ド
を

受
け
取
れ
な
か
っ
た
方

　あ
て
所
不
明
、
郵
便
局
で
の
保
管
期
間
経

過
、
受
け
取
り
拒
否
お
よ
び
転
送
届
を
郵
便

局
に
出
し
て
い
る
方
の
通
知
カ
ー
ド
は
、
役

場
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

　対
象
者
の
方
に
は
、
随
時
お
知
ら
せ
の
通

知
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
民
生
活

課
窓
口
で
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。
役
場
で
の
保
管
期
間
は
３
カ
月
で
す
。

　通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
は
本
人
確
認

書
類
が
必
要
で
す
。
代
理
人
の
受
け
取
り
も

可
能
で
す
が
、
委
任
状
の
ほ
か
、
本
人
お
よ

び
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
と
し
て
、
免
許

証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、
健
康

保
険
証
な
ど
の
顔
写
真
の
な
い
も
の
は
２
点

必
要
で
す
。

　な
お
、
10
月
５
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
、

転
入
さ
れ
た
方
で
、
通
知
カ
ー
ド
の
新
規
交

付
希
望
者
に
は
別
便
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
方

　通
知
カ
ー
ド
の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
一
体
で
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が
同
封
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
切
り
離
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、
町
報
か
わ
に
し
10
月
号
を
ご

覧
下
さ
い
。

　ま
た
、
引
っ
越
し
や
婚
姻
な
ど
で
住
所
・

氏
名
が
変
更
に
な
る
方
は
、
手
続
き
の
際
に

通
知
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

まちからのお知らせ
town information

問
町
住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ
　

☎
４
２
ー
６
６
１
５

○
各
種
相
談
窓
口

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
全
般

 

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎
０
１
２
０
ー
95
ー
０
１
７
８
（
無
料
）

※
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
相
談

 

問
個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
５
７
０
ー
７
８
３
ー
５
７
８
（
有
料
）

※
不
審
な
電
話
な
ど
を
受
け
た
と
き

 

問
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

☎
１
８
８
（
い
や
や
！
）

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
手
続
き
で

国
や
県
、
役
場
職
員
が
家
族
構
成
、
資
産
や

年
金
、
保
険
の
状
況
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
要
求
し
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
要
求
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、
訪
問
が

あ
っ
て
も
応
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
不
審
な

メ
ー
ル
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

あなたの番号です！「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
」

切
り
取
っ
て
大
切
に
保
管
！

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」

申
請
は
希
望
者
の
み
！

※
実
線
が
見
え
に
く
い
た
め
、

　切
り
取
る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
取
扱
い
ま
す
！

町報かわにし　8平成２７年１２月１５日

　朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な

る
と
と
も
に
、
秋
の
彩
り
も
一
層

深
ま
る
11
月
。
今
年
も
豊
か
に
実

っ
た
農
作
物
の
収
穫
に
感
謝
し
、

11
月
８
日
、
町
内
７
地
区
で
一
斉

に「
秋
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
の

収
穫
文
化

１１／２・３　川西町芸術文化祭
①スズラン会の「ひょっこりひょうたん島」で開幕　
②町小中学校絵画展③中小松大黒舞愛好会④大人顔負
けの堂々とした踊りを披露する小学生
１１／８　各地区祭
⑤大塚地区「中学生のソーラン節」
⑥小松地区「オキタマンボ」
⑦犬川地区「和太鼓アルカディア」
⑧中郡地区「高山音頭」
⑨玉庭地区「振舞い餅は大盛況」
⑩吉島地区「真剣！豆つかみ」
⑪東沢地区「先生と保護者による劇」
１１／１４　こまつ市
⑫今年最後のこまつ市は大盛況
１１／１４　第２２回音楽見本市
⑬町内の小学生と大槌小学生コーラスグループ「あぐ
どまめ」による合唱
⑭町内の小学生から大槌小学生にダリヤブローチをプ
レゼント
⑮ＫＫＢ（川西町校長会バンド）による演奏
⑯アニバーサリーバンド、中学生、高校生による演奏

⑥
⑤

⑧ ⑦

⑩ ⑨

⑪

⑫
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town information

　医療費を支払った場合には、その支払った金額が一
定の金額以上ある場合、医療費控除（確定申告及び町
県民税申告の所得控除）を受けることができます。
　通常、紙おむつなど（紙おむつの購入費及び貸しお
むつの賃借料等）の費用は、医療費控除の対象になり
ませんが、次のいずれかの証明書をおむつ代の領収書
とともに添付することにより、申告に使用することが
出来ます。

１「おむつ使用証明書」
　病気などで概ね６カ月以上寝たきりであり、医師の
治療のもとにおむつを使う必要があると認められると
き、医師が発行する証明書です。
　町のホームページより「おむつ使用証明書」をダウ
ンロード、又は町健康福祉課 介護支援グループで用
紙を受け取り、医師の証明を受け、確定申告などの際
に添付書類として提出してください。
※医療機関規定の診察料、文書作成料がかかる場合が
あります。詳細は医療機関へお問い合わせください。２「おむつに係る費用の医療費控除証明書」

　おむつ代についての医療費控除を受けるのが２年目以降の方で、以下のいずれにも該当する方に対し、町が交
付する証明書です。該当すると思われる方は、介護保険証、印鑑をご持参のうえ、町健康福祉課 介護支援グル
ープ窓口で申請を行ってください。主治医意見書の内容を確認し、証明書を交付（無料）します。

（１）介護保険の要介護認定を受けていること。
（２）町で保有する介護認定資料（主治医意見書）において、以下のすべての事項が確認出来ること。
　  ①主治医意見書の作成年月日が、おむつを使用した年であること。なお、現に受けている要介護認定の有効

期間が１３カ月以上の方で、おむつを使用した年に主治医意見書が作成されていない場合は、おむつを使
用した前年に作成された意見書で確認します。

　  ②「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）」が「Ｂ１、Ｂ２、Ｃ１、Ｃ２」であること。
　  ③尿失禁の発生可能性が「あり」であること。

問町健康福祉課 介護支援グループ　☎４２－６６３８

おむつ代の医療費控除をご存知ですか？

３  その他
◆医療費控除を受けるには、上記１及び２の各証明書の交付を受けて所得税及び町県民税の申告等を行ってください。
◆上記２の証明書について、平成２７年分の証明書発行は、１２月末現在で判断しますので、平成２８年１月４

日以降の交付となります。

■障手続を忘れずに！　　　　　　　　　　
害者控除対象者認定書を交付します

　　身体障害者手帳等をお持ちでない６５歳以上の方
で、介護保険の要支援・要介護認定を受けている方は、
一定の基準を満たす場合、所得税及び町県民税の障害
者控除又は特別障害者控除を受けることができます。
　控除を受けるには、町から障害者控除対象者認定書
の交付を受ける必要があります。
■ 申請場所　町健康福祉課介護支援グループ
■ 申請時に必要なもの
　（１）介護保険被保険者証
　（２）印鑑

問町健康福祉課 介護支援グループ ☎４２－６６３８

■２平成２８年３月 1日まで　　　　　　　
つの臨時給付金の申請はお早めに！

　「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」
の申請はお済みですか？
　申請の受付期限は平成２８年３月１日ですが、２つ
の給付金に上乗せしてお配りしている３，０００円分
の共通商品券（町内加盟店で利用可能）の有効期限は
「平成２８年３月３１日」です。
　申請が遅れますと、商品券を使用できる期間も短く
なり、期限切れになる恐れがあります。
　支給対象と思われる方には、改めて申請書類を郵送
しましたので、内容を確認のうえ、忘れずに申請して
ください。
※ 申請期間（３月１日まで）
　を過ぎると、臨時給付金及
び共通商品券を受け取ること
ができなくなります。

問町健康福祉課 福祉グループ
☎４２－６６３５

9　町報かわにし 平成２７年１２月１５日



25　町報かわにし 平成２７年１２月１５日

 

ち
い
き
づ
く
り
委
員
会

　
　空
き
家
情
報
提
供
に
つ
い
て

　
　
　
　町
報
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、

「
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機

構
」
と
連
携
し
、
情
報
を
発
信
し

て
い
き
た
い
。

　不
動
産
業
者
・
建
築
業
の
方
か

ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　空
き
家
、
空
き
地
対
策

　
　
　
　空
き
家
を
有
効
に
活
用

　
　
　
　す
る
こ
と
、
危
険
な
空

き
家
を
増
や
さ
な
い
こ
と
を
目
指

し
、
空
き
家
に
な
る
前
か
ら
対
応

で
き
る
体
制
を
整
備
し
た
い
。

　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

　
　発
信
に
つ
い
て

　
　
　
　フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
導

　
　
　
　入
し
、
現
状
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
併
せ
て
情
報
発
信
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

　町
報
に
つ
い
て
も
、
読
み
手
の

ご
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
読
ん
で
み
た
い
と
思

わ
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
。

 

し
ご
と
づ
く
り
委
員
会

　
　女
性
農
業
者
に
対
す
る
考
え

　
　方
は

　
　
　
　特
に
６
次
産
業
分
野
で
、

　
　
　
　女
性
の
感
性
を
生
か
し

た
農
産
加
工
や
直
売
を
行
う
な
ど
、

大
き
く
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
女
性
が
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　今
後
も
継
続
的
に
農
業
を
経

　
　営
す
る
た
め
の
方
策
は

　
　
　
　集
落
営
農
や
法
人
化
に

　
　
　
　よ
る
土
地
・
作
業
の
集

約
化
と
、
新
た
な
担
い
手
の
育
成

支
援
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

　
　女性
起
業
者
の
長
期
的
モ
デ

　
　ル
事
業
を
考
え
て
は
ど
う
か

　
　
　
　先駆
的
な
園
芸
作
物
や

　
　
　
　栽
培
技
術
を
導
入
す
る

農
業
者
を
モ
デ
ル
的
に
支
援
し
て

お
り
、
現
在
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
募
集
し
て
お
り
、
積
極
的
に

相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
　遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
に
対

　
　す
る
考
え
方
と
、
規
制
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　山
形
県
で
は
、
遺
伝
子

　
　
　
　組
み
換
え
作
物
を
推
進

し
て
お
ら
ず
、
本
町
も
同
様
の
考

え
方
で
あ
る
。

　条
例
で
の
規
制
に
つ
い
て
は
、

法
律
論
的
な
是
非
の
議
論
が
あ
る

た
め
、
現
段
階
で
は
、
慎
重
な
立

場
で
あ
る
。

　　「か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
」

　
　運
営
に
、
女
性
の
意
見
は

　

入
っ
て
い
る
か

　
　
　
　特
に
女
性
に
限
定
し
た

　
　
　
　意
見
の
聞
き
取
り
は
し

て
い
な
い
が
、
女
性
の
み
な
ら
ず
、

消
費
者
の
視
点
で
の
意
見
も
い
た

だ
き
、
今
後
の
運
営
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。

　
　賑
い
づ
く
り
の
機
能
や
誘
客

　
　方
法
に
つ
い
て
の
考
え
は

　
　
　
　レス
ト
ラ
ン
に
カ
フ
ェ

　
　
　
　の
機
能
を
設
け
た
り
、

置
賜
農
業
高
等
学
校
の
コ
ー
ナ
ー

設
置
や
食
育
企
画
、
観
光
情
報
や
、

時
季
に
応
じ
た
販
売
イ
ベ
ン
ト
情

報
・
旬
の
野
菜
情
報
の
発
信
を
き

め
細
や
か
に
行
い
た
い
。

　
　町
の
観
光
に
つ
い
て

　
　
　
　現在
、
自
然
環
境
や
歴

　
　
　
　史、
文
化
な
ど
、
魅
力

あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光

振
興
の
方
向
性
を
示
し
、
観
光
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
の
観
光
基
本
計
画
の
策

 
も
っ
と
好
き
な
ま
ち
に

　女
性
議
員
の
方
々
か
ら
は
、「
町

の
魅
力
が
再
発
見
で
き
、
ま
す
ま

す
川
西
町
を
好
き
に
な
っ
た
」
や
、

「
こ
の
後
、
私
た
ち
の
意
見
が
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
く
の
か

見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」

な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
、
女
性
議
員
が
考
え
て
く

だ
さ
っ
た
素
晴
ら
し
い
提
言
を
町

政
に
活
か
し
、
10
年
、
20
年
と
経

過
し
た
と
き
に
、
も
っ
と
い
い
町

に
、
も
っ
と
好
き
な
町
に
な
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
、
女
性
議
員

の
方
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
も
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
ご
協
力
を
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

定
を
進
め
て
い
る
。

　今
後
は
、
観
光
や
交
流
情
報
を

町
内
外
に
発
信
し
、
訪
れ
る
人
へ

の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
町
全

体
で
発
揮
し
た
い
。

　
　置
賜
農
業
高
校
と
連
動
し
た

　
　観
光
を
考
え
ら
れ
な
い
か

　
　
　
　ま
ち
あ
る
き
な
ど
の
イ

　
　
　
　ベ
ン
ト
に
こ
れ
ま
で
も

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
若
者
が
魅

力
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
。

　

　
　川
西
町
に
住
み
続
け
る
た
め

　
　に
必
要
な
こ
と
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
は

　
　
　
　しご
と
づ
く
り
の
支
援
、

　
　
　
　若
者
の
活
動
支
援
を
進

め
、
町
民
が
こ
の
町
で
の
生
活
に

喜
び
、
誇
り
、
愛
着
を
持
つ
こ
と

が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

▲２か月間、大変お疲れ様でした

軽自動車税の税率が変わります
◆ 軽四輪などの軽自動車
（１）平成１５年１月１日から平成２７年３月３１日までに

初期登録された車は、現行税率①が適用されます。
（２）平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までに

初期登録された車は、改正後税率②が適用されます。
（３）平成１４年１２月３１日以前に初期登録された車は、

重課税率③が適用されます。
※初期登録とは自動車検査証に記載されている初度検査年月
を指します。

◆ 原動機付き自動車及び二輪車等
平成２８年度から次のとおりになります。

車種区分
税率（年額）

平成
27年度

平成
28年度から

原　付

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超～
90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc 超～
125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円
軽二輪（125cc 超～
250cc 以下） 2,400 円 3,600 円

小型二輪（250cc 超） 4,000 円 6,000 円

農耕作業用 1,600 円 2,400 円

その他 4,700 円 5,900 円

専ら雪上を走行するもの 2,400 円 3,600 円

車種区分
税率（年額）

① ② ③
三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪
乗用

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

四輪
貨物

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２２

例 ◎ 平成１４年８月７日に新車新規登録の車両を購入した場合
　　　平成２７年４月１日・・・7,200円（税率変更なし）
　　　平成２８年４月１日・・・12,900円（賦課期日現在、新車新規登録から１３年を超える税率）

◎ 平成２７年４月１日に新車新規登録の車両を購入した場合
　　　平成２７年４月１日・・・10,800円（新税率）
　　　平成４１年４月１日・・・12,900円（賦課期日現在、新車新規登録から１３年を超える税率）

町報かわにし　6平成２７年１２月１５日 町報かわにし　24平成２７年１２月１５日

　11
月
22
日
、
町
議
場
で
「
川
西

町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
川
西
町

女
性
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　写
真
は
こ
の
日
ま
で
、
町
に
対

す
る
思
い
を
出
し
合
い
、
勉
強
し
、

一
般
質
問
に
ま
と
め
上
げ
た
15
名

の
女
性
議
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

　女
性
議
員
か
ら
の
一
般
質
問
に

対
し
て
、
町
長
を
は
じ
め
、
町
当

局
も
真
摯
に
受
け
止
め
、
向
き
合

い
、
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　普
段
の
定
例
会
と
は
違
っ
た
緊

張
感
の
中
で
も
、
女
性
議
員
の
み

な
さ
ん
は
「
楽
し
み
な
が
ら
」
一

般
質
問
を
行
い
、
町
に
と
っ
て
も

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
づ
く
り
委
員
会
（
１
段
目
）

江
袋
淳
子
さ
ん

　藤
本
亜
希
さ
ん

佐
藤
美
由
紀
さ
ん

竹
田
恵
子
さ
ん

　高
橋
亜
紀
さ
ん

ち
い
き
づ
く
り
委
員
会（
２
段
目
）

竹
田
愛
海
さ
ん

　

大
河
原
千
代
美
さ
ん

黒
澤
昭
子
さ
ん

　鈴
木
明
美
さ
ん

窪
村
郁
子
さ
ん

し
ご
と
づ
く
り
委
員
会（
３
段
目
）

遠
藤
有
華
さ
ん

　江
本
牧
子
さ
ん

我
妻
優
子
さ
ん

齋
籐
み
ち
子
さ
ん

中
田
裕
子
さ
ん
（
議
長
）

▲各委員会ごとの名簿

 

ひ
と
づ
く
り
委
員
会

　
　玉
庭
保
育
所
に
関
す
る
ア
ン

　
　ケ
ー
ト
の
目
的
は

　
　
　
　運
営
の
在
り
方
に
つ
い

　
　
　
　て
保
護
者
の
ご
意
見
を

伺
う
た
め
の
も
の
。

　少
子
化
や
豪
雪
地
と
い
っ
た
課

題
と
、「
魅
力
」
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
保
育
所
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　保
育
時
間
の
延
長
に
つ
い
て

　
　
　
　大
き
な
課
題
と
し
て
、

　
　
　
　ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　病
児
保
育
の
充
実
に
つ
い
て

　
　
　
　置
賜
総
合
病
院
へ
の
病

　
　
　
　児
保
育
施
設
の
設
置
は
、

県
と
２
市
２
町
で
構
成
す
る
「
置

賜
広
域
病
院
組
合
」
の
意
向
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、
単
独

で
の
設
置
は
難
し
い
。

　町
と
し
て
は
、
現
在
、
町
内
に

あ
る
病
児
保
育
園
に
つ
い
て
、
運

用
面
の
協
議
を
事
業
主
と
行
い
、

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　　
　公
園
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
　親
子
が
安
心
し
て
遊
べ

　
　
　
　る
公
園
、
屋
内
遊
び
場

の
提
供
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　小
学
校
の
統
廃
合
問
題
及
び

　
　バ
ス
の
通
学
路
線
に
つ
い
て

　
　
　
　現
在
４
つ
の
小
学
校
で

　
　
　
　行
っ
て
い
る
学
区
再
編

検
討
委
員
会
で
の
考
え
方
を
最
大

限
尊
重
し
た
い
。

　通
学
面
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

達
が
安
全
に
通
学
で
き
る
こ
と
を

最
優
先
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　資
格
取
得
の
た
め
の
カ
ル

　

　
　チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
看
護
学

校
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
　中
央
公
民
館
や
各
地
区

　
　
　
　交
流
セ
ン
タ
ー
、
フ
レ

ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
を
学
習
の
場
と

し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　看
護
学
校
の
設
置
は
、
検
討
、

協
議
し
、
早
期
に
実
現
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
た
い
。

　
　町
民
が
集
う
場
を
婚
活
と
結

　
　び
付
け
ら
れ
な
い
か

　
　
　
　夏
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

　
　
　
　多
く
の
若
者
が
集
う
機

会
を
作
り
、
互
い
に
魅
力
を
発
信

し
た
先
に
結
婚
に
結
び
付
け
ば
と

考
え
て
い
る
。

女
性
の
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
に
提
言

３月に車を手放したのですが、４月に軽自動車の納付書が届いたのはなぜ？

廃車手続きは４月１日までに完了しましたか？
お手数ですが、依頼された代理店へ４月１日までに廃車手続きが完了したかを確認願います。
(４月１日までに廃車されている場合は税務収納課までご連絡ください)

車の所有者が亡くなったのですが、何か手続きは必要ですか？

車を使用しないのであれば、廃車手続きが必要です。また、引き続き家族の中のどなたかが使用される場合
は所有者名義変更の手続きが必要です。

①原付バイクや小型特殊車両の場合
標識(ナンバープレート)は川西町の住民生活課窓口かA市の市役所窓口へ返納してください。引き続きご
使用される場合はA市の市役所窓口で新たな標識(ナンバープレート)の交付を受けてください。
②軽自動車や125CCを超えるバイクの場合
引っ越し先の地域を管轄する軽自動車協会または運輸支局にて車検証等の住所(定置場)変更の手続きをおこ
なってください。

原付バイクや小型特殊車を買い替えたときには、今まで使用していた標識(ナンバープレート)を役場に返納
し、新しく購入された原付バイクや小型特殊車(農耕用車両を含みます)には必ず新しい標識(ナンバープレー
ト)の交付を受けてください。

原付バイクや小型特殊車(農耕用を含む)の廃車手続きには標識(ナンバープレート)が必要ですが、万が一
なくされた場合には標識弁償金として２００円をいただき、廃車することができます。

Q1

Q2

Q3

A2

A1

A3

このたび川西町からA市へ引っ越しすることになりました。
車の手続きは何か必要ですか？

原付バイクを買い替えたのですが、古いバイクの標識 (ナンバープレート )を
取り外して新しいバイクに付け替えてもいいの？

原付バイクの廃車手続きをしたいのですが、車両もなければ標識 (ナンバープレート )も
ないのですが、どうしたらいい？

Q4

A4

Q5

A5

軽自動車税は４月１日現在の所有者に課税されます
こんなときどうしたらいい？よくあるＱ＆Ａ

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２２

●
納
付
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　今
月
は
、町
県
民
税
第
４
期
、国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
、

介
護
保
険
料
第
６
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
６
期
の

納
付
月
で
す
。
納
付
期
限
は
12
月
25
日
（
口
座
振
替
日
も
12

月
25
日
）
で
す
の
で
、
早
め
の
納
付
や
口
座
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
残
高
不
足
等

に
よ
り
口
座
振
替
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
再
度
の
振
替
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
！

　納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
振
替
で

納
付
が
で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る
方
は
、
金
融
機
関

窓
口
に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
振
替
先
と
な
る
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
さ
れ
た
翌
月
又
は
翌
々
月
か
ら
振
替
を
開
始
し
ま

す
。

※
利
用
で
き
る
金
融
機
関
は
次
の
本
店
及
び
各
支
店
で
す
。

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
・
山
形
中
央
信

用
組
合
・
米
沢
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
督
促
状
の
送
付
に
つ
い
て

　納
付
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
納
税
義
務
者
に
対
し
、

納
付
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
町
が
納
付
を
確
認
す
る
に
は
、
金
融
機
関
な
ど
で

納
付
い
た
だ
い
て
か
ら
若
干
の
日
数
が
か
か
り
ま
す
。
納
付

書
の
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
る
と
、
行
き
違
い
で
督

促
状
が
発
送
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
納
付
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
町
税
務
収
納
課
収
納
グ
ル
ー
プ 
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▼
国
内
乗
継
加
算
：
国
内
へ
乗
継

　利
用
し
た
場
合
、
上
記
助
成
額

　に
１
名
に
つ
き
往
復
１
０
０
０

　円
を
加
算
（
片
道
利
用
は
　
　

　５
０
０
円
）

※
乗
継
ぎ
の
利
用
は
、
出
発
日
と

　同
一
日
中
と
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
：
助
成
人
数
に
限
り

　が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電

　話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
町
ま
ち
づ

　く
り
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

　さ
い
。
そ
の
後
、各
自
ご
予
約
、

　お
支
払
い
の
う
え
航
空
便
を
ご

　利
用
く
だ
さ
い
。

　搭
乗
後
、
所
定
の
「
助
成
金
交

　付
申
請
書
」
に
搭
乗
券
ま
た
は

　搭
乗
案
内
を
添
付
し
、
町
ま
ち

　づ
く
り
課
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
「
助
成
金
交
付
申
請
書
」
は
、

　町
ま
ち
づ
く
り
課
に
備
え
て
あ

　り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ

　ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り

　推
進
室
☎
42
ー
６
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３
　

米
沢
商
工
会
議
所

　
　

検
定
試
験

○
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
試
験
「
ネ
ッ
ト

社
会
に
必
要
な
”
仕
事
力
”
が
実

に
付
く
」

▼
期
日
：
平
成
28
年
1
月
22
日
㈮

▼
会
場
：
米
沢
女
子
短
期
大
学

▼
受
付
期
間
：
12
月
15
日
㈫
～

　

　平
成
28
年
1
月
15
日
㈮

▼
受
験
料

　2
級
：
７
２
０
０
円

　3
級
：
５
１
４
０
円

　b
a
s
i
c
（
基
礎
級
）：
　

　４
１
２
０
円

問
米
沢
商
工
会
議
所

☎
21
ー
５
１
１
１

雪
祭
り
に
出
か
け
よ
う
！

▼
開
催
日
：
平
成
28
年
１
月
29
日

　㈮
～
31
日
㈰

▼
内
容
：
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

　新
庄
市
の
「
新
庄
雪
ま
つ
り
」

　や
米
沢
市
の
「
上
杉
雪
灯
篭
ま

　つ
り
」、
西
川
町
の
「
月
山
志

　津
温
泉
雪
旅
籠
の
灯
り
」な
ど
、

　県
内
各
地
で
雪
国
な
ら
で
は
の

　祭
り
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
　今
年
は
こ
れ
ら
の
雪
祭
り
に

　先
駆
け
て
、
１
月
末
に
新
た
な

　「雪
祭
り
」
を
寒
河
江
市
を
会

　場
に
開
催
し
ま
す
。
雪
像
展
示

　や
屋
台
村
、
花
火
に
イ
ル
ミ
ネ

　ー
シ
ョ
ン
、
雪
遊
び
な
ど
、
子

　ど
も
か
ら
大
人
ま
で
見
て
、
体

　験
し
て
、
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

　で
、
入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ

　会
場
で
雪
祭
り
を
お
楽
し
み
く

　だ
さ
い
。

　
　詳
し
く
は
「
雪
祭
り
」
ホ
ー

　ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
：
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合

　公
園
（
寒
河
江
市
大
字
寒
河
江 

　山
形
自
動
車
道
寒
河
江
Ｓ
Ａ
ス

　マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
隣
接
）

問
雪
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
山
形
県
観
光
交
流
課
）

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
３
７
３

が
ん
患
者
相
談
室
の

　

ご
案
内

　

相
談
室
で
は
、
が
ん
に
関
す
る

治
療
や
検
査
、
療
養
や
痛
み
の
悩

み
、
医
療
費
な
ど
の
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
不
安
や
心
配
ご
と
に

専
任
相
談
員
の
看
護
師
が
対
応
い

た
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間
：
平
日
午
前
8
時
30

　分
～
午
後
５
時

▼
相
談
場
所
：
が
ん
患
者
相
談
室

　（受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
左
手
）

▼
相
談
方
法
：
対
面
相
談
ま
た
は

　電
話
相
談
（
無
料
）

問
山
形
大
学
医
学
部
付
属
病
院
高

度
先
進
医
療
推
進
室

☎
０
２
３
ー
６
２
８
ー
５
０
２
２

借
金
に
関
す
る
巡
回

　

無
料
相
談
会
（
予
約
制
）

　

東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

で
は
、
下
記
日
程
で
「
借
金
に
関

す
る
巡
回
無
料
相
談
会
」
を
実
施

し
ま
す
。
事
前
に
ご
予
約
の
上
ご

相
談
下
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
弁

護
士
な
ど
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま

す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
で
す
。
避

難
さ
れ
て
い
る
方
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

▼
日
時
：
12
月
21
日
㈪
午
前
10
時

　～
午
後
3
時
30
分

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎

　２
階
２
０
３
会
議
室

（
長
井
市
高
野
町
２
ー
３
ー
１
）

▼
予
約
先
：
山
形
財
務
事
務
所
　

　理
財
課
　

☎
０
２
３
ー
６
４
１
ー
５
２
０
１

▼
受
付
期
間
：
12
月
18
日
㈮
ま
で

　平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
4

　時
30
分

＊
右
記
期
日
に
お
越
し
い
た
だ
け

な
い
場
合
は
、
常
設
相
談
窓
口
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。

問
東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

　相
談
窓
口

☎
０
２
３
ー
６
４
１
ー
５
２
０
１

平
日
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

催

　
し

広 

告

相

　
談

一般会計歳入歳出予算額　　１１２億４，６６５万円 　　　

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
２７
年
９
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　通
常
町
の
会
計
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定
の
事
業
を
行
う
な
ど
独
立
性
を
も
っ
て

い
る
場
合
は
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　本
町
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
を
含
め
る
と
、
全
部
で
７
つ
の
会
計
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

歳

　
入

収入率４６．２％
収入済総額

５２億　　２５万円

特 別 会 計 特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理
する必要がある場合に設けられる会計のことです。〔 〕

区　　分 予算現額 収入済額 執行済額

国民健康保険事業 20 億 5,540 万円 ８億　 ８１９万円 ８億７，８００万円

下 水 道 事 業 ５億４，７９９万円 ２億６，３２７万円 ２億５，６１７万円

農業集落排水事業 ８，８２８万円 ４，５９９万円 ３，７６５万円

介 護 保 険 事 業 １８億３，８８０万円 ７億４，１６９万円 ７億１，８２７万円

後期高齢者医療 １億５，６８７万円 ４，８４１万円 ４，５２９万円

公営企業会計 一般会計などと異なり民間企業に似た経理を行う会
計で、収益的収支と資本的収支に区分されています。〔 〕

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き

収 益 的 収 支 ２億５，２００万円 １億４，７６５万円 １億　４３５万円

資 本 的 収 支 ０円 ６，４８６万円 △６，４８６万円

◆水道事業会計

平成２７年度 上半期

平成２７年９月３０日現在

48億1,980万円

22億5,450万円
  ０円

　 11億8,041万円
 8億　292万円

　  7億9,588万円
     2億     93万円

12億2,260万円
7億4,445万円

32億1,399万円
地方交付税
（66．7％）

町　　　債
（0.0％）

町　　　税
（68．0％）

1億8,036万円
     2,863万円

諸　収　入
（15．9％）

県 支 出 金
（25．2％）

　7億9,310万円
    2億　933万円

国庫支出金
（26．4％）

そ　の　他
（60．9％）

予算額
収入・執行済額

（　　）内の％は予算額に対する
収入・執行済額の割合

（前年度からの繰越分を含む）

町報かわにし　4平成２７年１２月１５日 町報かわにし　26平成２７年１２月１５日

冬
期
間
は
水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
を
休
止
し
ま
す

　

毎
月
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
11
月
を

最
後
に
冬
期
間
は
メ
ー
タ
ー
検
針

を
休
止
し
て
お
り
ま
す
。

　12
月
分
か
ら
の
上
下
水
道
使
用

料
は
、
10
・
11
月
使
用
水
量
の
平

均
水
量
で
算
出
し
た
概
算
料
金
に

て
納
付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
冬
期
間
の
概
算
料
金
額
に
つ

き
ま
し
て
は
、
12
月
中
旬
に
ハ
ガ

キ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　な
お
、
メ
ー
タ
ー
検
針
は
、
4

月
（
積
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は
5

月
）
に
再
開
し
、
冬
期
間
の
使
用

料
金
の
精
算
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
概
算
料
金
で
納
入
い
た

だ
い
た
額
が
精
算
金
額
を
上
回
っ

て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
分
を
精

算
月
以
降
の
使
用
料
金
に
充
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課
上
下
水
道

　
　

　グ
ル
ー
プ
☎
４
２
ー
６
６
５
３

ナ
ー
ス
の
皆
さ
ん
へ

　
　

お
知
ら
せ

　

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
の
免
許
を
お
持
ち
で
、

現
在
こ
れ
ら
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
氏
名
や
連
絡
先
な
ど

を
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
届
出
サ
イ
ト『
と
ど
け
る
ん
』

に
登
録
す
る
か
、
左
記
に
届
け
出

票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
７
８

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

廃
止
に
つ
い
て 

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
農

業
委
員
会
の
委
員
の
公
選
制
が
廃

止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

　そ
の
た
め
、
毎
年
12
月
下
旬
ご

ろ
に
農
業
を
営
む
世
帯
の
方
等
を

対
象
に
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
お
送
り

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
行

わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
42
ー
６
６
８
９

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

指
名
競
争
入
札
参
加
登
録

　①
平
成
27 

・
28
年
度
に
行
う

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
等
、
②
平
成
26
～

28
年
度
に
行
う
物
品
納
入
・
役
務

提
供
の
追
加
登
録
申
請
を
受
付
け

ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
①
平
成
28
年
２
月

　１
日
㈪
～
２
月
19
日
㈮

②
：
平
成
28
年
１
月
13
日
㈬
～
　

　２
月
３
日
㈬

※
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効

▼
申
込
・
問
合
せ
先
：
置
賜
広
域

　行
政
事
務
組
合
事
務
局
施
設
課

　施
設
係

☎
26
ー
７
４
８
８

※
申
請
に
必
要
な
書
類
等
、
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.okikou.or.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め

の
職
業
訓
練
の
ご
案
内

　

山
形
県
立
山
形
職
業
能
力
開
発

専
門
校
で
は
、
障
が
い
者
の
雇
用

を
考
え
て
お
ら
れ
る
事
業
所
に
お

い
て
、
就
労
に
必
要
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
訓
練
期
間
：
概
ね
１
か
月
～
３

　か
月
（
業
務
内
容
や
受
講
者
に

　合
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
）

▼
受
講
料
：
無
料
（
た
だ
し
保
険

　料
（
３
か
月
で
２
４
５
０
円
）

町
内
の
石
塔
調
査
記
録
誌

「
祈
り
の
碑
」
販
売

　

町
文
化
財
保
護
協
会
で
は
、
町

内
に
建
立
す
る
石
碑
・
石
仏
の
悉

皆
調
査
記
録
を
編
集
し
た
「
祈
り

の
碑
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
是
非

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
価
格：２
２
０
０
円
（
送
料
含
）

▼
申
込
期
日
：
平
成
28
年
1
月
29

　日
㈮
ま
で

▼
申
込
・
問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
６
８

羽
前
小
松
駅
か
ら
の

　
　

お
知
ら
せ

　

平
28
年
１
月
２
日
㈯
～
３
日
㈰

は
臨
時
休
業
に
な
り
ま
す
の
で
、

切
符
は
前
も
っ
て
営
業
日
に
購
入

す
る
か
、
車
内
や
降
り
ら
れ
た
駅

で
運
賃
・
料
金
を
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

　ま
た
、
12
月
28
日
㈪
～
平
成
28

年
１
月
１
日
㈮
は
窓
口
の
営
業
時

間
が
午
前
8
時
45
分
～
午
後
4
時

30
分
に
短
縮
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

利
用
の
際
は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り

　推
進
室

　☎
４
２
ー
６
６
１
３

募

　
集

　は
自
己
負
担
）

　募
集
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報

誌
「
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の
職

業
訓
練
」
で
案
内
し
て
お
り
、
公

共
職
業
安
定
所
や
主
な
障
が
い
福

祉
関
係
機
関
等
に
も
配
布
し
て
い

ま
す
。

問
山
形
県
立
山
形
職
業
能
力
開
発

　専
門
校

☎
０
２
３
ー
６
４
４
ー
９
２
２
７

山
形
空
港
応
援
月
間
の

　

実
施
（
２
月
末
ま
で
）

　

対
象
期
間
内
の
山
形
～
羽
田

便
、
山
形
～
名
古
屋
便
を
利
用
す

る
方
に
対
し
て
、
往
復
５
０
０
０

円
（
片
道
２
５
０
０
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象
期
間
：
平
成
28
年
2
月
29

　日
㈪
ま
で
（
助
成
予
定
数
に
達

　し
次
第
終
了
）

▼
対
象
者
：
対
象
期
間
内
に
、
山

　形
～
羽
田
便
ま
た
は
山
形
～
名

　古
屋
便
を
利
用
し
た
町
民
の
方

※
県
外
へ
の
単
身
赴
任
者
、
進
学

　等
に
よ
り
県
外
在
住
の
同
一
生

　計
の
子
弟
を
含
み
ま
す
。

※
マ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
無
償
航
空
券

　に
よ
る
ご
利
用
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

▼
助
成
額
：
１
名
に
つ
き
往
復

　

　５
０
０
０
円
（
片
道
利
用
は

　

　２
５
０
０
円
）
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歳

　
出

執行率４１．０％
執行済総額

４６億1,６６７万円
基　　金

公 有 財 産

※平成２７年３月末日現在高との比較

※平成２７年３月末日現在高との比較

区　　分 平成２７年９月末現在高 増　　減
財 政 調 整 基 金 ７億４，０５８万円 2,262 万円
町 債 管 理 基 金 ２億６，４６３万円 2,006 万円
国民健康保険給付基金 ２億１,６６９万円 2 万円
土 地 開 発 基 金 ６，０１４万円 2 万円
川西町人材育成交流基金 ８，５１７万円 4 万円
川西町起業支援基金 ８，１７１万円 △ 342 万円
川西町子育て支援基金 ７，６６３万円 △ 400 万円
水と緑のふるさと基金 ２，０８８万円 0 円
スポーツ振興基金 １，０２０万円 △１６９ 万円
長堀堰農業振興基金 ８１７万円 △1７ 万円
そ の 他 ９，１７０万円 △ 3,409 万円

区　　分 平成２７年９月末現在 増　　減

土 地 ７，２３１，７７７㎡ ９１８㎡

建 物 ９０，６８８㎡ △７２１㎡

有 価 証 券 ３，４３５万円 ０円

出資による権 利 １億６，１８４万円 ５０万円

各会計町債現在高
水道事業会計

２１億８，６８５万円
下水道事業会計

３８億３，５１０万円
農業集落排水事業会計

６億８，２７３万円

　町税のうち、都市計画税と入湯税は、特定の費
用に充てるために課される目的税です。本町では、
都市計画税は下水道事業特別会計へ繰出し、公共
下水道事業に使っています。また、入湯税は観光
施設の整備と観光振興の事業に使っています。

町債現在高

１１０億７，７９６万円

　町　　税　

８億　２９２万円

過疎債
38 億 1,143 万円

県振興基金
10 億 1,596 万円

その他
38 億 8,117 万円

教育債
12 億 2,548 万円

土木債
7 億 8,542 万円

減税補てん債  
7,842 万円

農林水産業債
２億 5,102 万円

商工債　367 万円
災害復旧債　
1,228 万円

消防債 1,311 万円

固定資産税
4億 1,102 万円町民税

2億 8,231 万円

たばこ税
　　　6,068 万円

軽自動車税　4,692 万円
都市計画税　０円
入湯税　199万円

特別土地保有税　０円

農林水産業費
（31.8％）

公　債　費
（47.0％）

そ　の　他
（47.7％）

総　務　費
（３８.0％）

16 億 8,552 万円
6 億 4,031 万円

衛　生　費
（56.3％）

16 億 6,403 万円
  9 億 3,643 万円

民　生　費
（32.7％）

19 億 8,528 万円
 6 億 4,861 万円

11 億 1,446 万円
  3 億 5,424 万円

10 億 6,870 万円
5 億   205 万円

8 億 8,254 万円
3 億   823 万円

12 億 3,032 万円
5 億 8,106 万円

教　育　費
（４0.0％）

16 億１,580 万円
  6 億4,574 万円

土　木　費
（34.９％）

5　町報かわにし 平成２７年１２月１５日
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…１１月分届出…

　　　　４人

　　　　  　１１人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１2月の町税等 川西町の人口

１2・1月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

1月1２日㈫・2５日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
特設人権相談 1月6日㈬

午後１時３０分～４時
健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

1月１３日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 1月２０日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

１月

16,142 人（－ 10）
男　　　7,899 人（－　2）
女　　　8,243 人（－  ８）
世帯数　5,172 世帯 (+ ７)

※ 11 月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字

青木　美智 ８１ 大　塚
須貝　政司 ８４ 小　松
井上　美喜 ８５ 中小松
米野　宮次 ８６ 中小松
金子　光子 ９５ 上小松
小関せつ子 ８３ 上小松
米野　英一 ８１ 中小松
田中ま　よ １０１ 上小松
新野　次男 ５７ 朴　沢
鈴木　　均 ８９ 洲　島
甲原　利光 ７５ 上小松

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　２組
新郎　　　　　　　新婦 大字

島貫　　航 ♥ 市川　瑠里 吉　田

齋籐　千将 ♥ 梅津　裕苗 時　田

●町・県民税（４期）
●国民健康保険税（６期）
●介護保険料（６期）
●後期高齢者医療保険料（６期）
●上下水道使用（１１月使用分）
口座振替日　１２月２５日㊎
納付期限　　１２月２５日㊎

※「よろこび かなしみ」の掲載につ
いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

諏訪　龍
りゅうだい
大 男 博昭・ 彩 上小松

渡部　聖
せ な
渚 男 公爾・ 愛 上小松

堀　　結
ゆいと
聖 男 直人・侑里子高　山

勝見　嘉
よしと
斗 男 嘉之・ 佳奈 下小松

期　間 当番店（社） 電話番号
１２月１４日
～２０日

㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１２月2１日
～2７日

㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業株 ☎４２－４１１１

１２月２８日
～３０日

㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

１２月３１日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１月１日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

期　間 当番店（社） 電話番号
１月２日

㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業株 ☎４２－４１１１

１月３日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

１月４日
～１０日

㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１月1１日
～１７日

㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１月1８日
～２４日

㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業株 ☎４２－４１１１
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安全な雪下ろしに努めましょう！
　１月２２日㈮～２月７日㈰は、「雪害事故防止週間」
です。
　雪による事故被害の原因でもっとも多いのは、自宅
など建物の屋根の雪下ろし中の事故で、全体の約７割
を占めており、特に高齢者の方が事故に遭うケースが
多くなっています。
　次のポイントに注意して、雪下ろし作業は安全に行
いましょう。
　　～安全な雪下ろし作業『７つのポイント』～
①作業は２人以上で！

（やむを得ず一人の時は携帯電話を携帯して）
②服装は濡れないもの汗をかきすぎないもの

（防水・防汗）
③はしごはしっかり固定！
　（足元も先端も。角度は７５度に）
④高所作業（２ｍ以上）　では命綱
　は必須！
⑤道具はスキルに合わせて！メンテ
　もしっかり！
⑥気温が高い時は屋根の雪のゆるみ
　に注意！
⑦体調管理は万全に

（準備運動で体を温める。早めの水分補給）
また、除雪機での作業も十分注意しましょう！！
問山形県市町村課☎０２３－６３０－２２３４

油流出事故に注意！
　冬期間は、灯油などを使う機会が多くなります。
　今年度は、町内で既に４件の油流出事故が発生して
おり、消防署や警察、県の機関が出動しています。
　油の流出は、河川の水質や動植物の生態系に大きな
影響を与えるばかりでなく、事故を起こしたご家庭に
とっても経済的に大きな負担となる場合があります。
★油流出事故を防ぐための心がけ！
◎その場を離れない・目を離さない
　ホームタンクなどから給油をする際は、絶対にその
　場を離れないようにしましょう。
◎定期点検を怠らない
　配管やホームタンクの定期点検に努めましょう。
※万が一油流出があった場合はすぐ連絡してください
問町住民生活課生活環境グループ ☎４２－６６１８
問川西消防署 ☎４２－３７００

雪下ろし講習会開催（参加無料！）
　命綱などの装備品を実際に使いながら、安全な雪下
ろしの方法を学ぶ講習会を開催します。
■ 日　時　平成２８年１月１９日㈫
　　　　　 午後１時～３時３０分
■ 場　所
　 ①座学…中央公民館　視聴覚室
　 ②実技…役場北側倉庫
※初めに座学講習を行った後、実技講習を行います。
■ 講　師　長岡技術科学大学　教授　上村　靖司氏
　　　　　 宮沢雪プロジェクト　　　二藤部久三氏
■ 定　員　約２０名程度
■ その他　雪下ろしができる服装
　　　　　 でご参加ください。
■ 締切り　平成２８年１月８日㈮
　申込・問合せ先はこちら
　山形県市町村課　☎０２３－６３０－２２３４
　町企画財政課政策調整グループ☎４２－６６９５

町報かわにし　2平成２７年１２月１５日 町報かわにし　28平成２７年１２月１５日

フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日
※ 12 月～ 3 月平日の閉館時間が変わります。

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『きょうだいコンプレックス』　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　岡田尊司　著　幻冬社刊

●１月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

『クリスマスのおばけ』
　　　　　　　　　　　　　　せなけいこ作・絵　ポプラ社　刊

　同じ境遇を分かち合ってきたきょうだい
なのに、他人のはじまりと言われ、ライバ
ル視や、骨肉の争いが起こることもある。
　親子関係でさえ危うい昨今、きょうだい
の関係は希薄にならざるをえないのかもし
れない。生まれた順やきょうだいの組み合
わせによって様々な見方がされている性
格。きょうだいのいる人はもちろん、いな
い方もこれからのヒントになれば…。

　クリスマスの日はうれしい日。だけど、
おばけのこどもはどうでしょう。夜中に
でてくるおばけのこどもに、プレゼント
を考えた女の子。さて、何をプレゼント
したのでしょうか。おばけといっしょに
楽しいクリスマスを～。

●遅筆堂文庫読書会
　１月１０日（日）午後 2時～　

●おはなし会
　１月９日㈯１１：００～１１：３０
　きらきらさんによる紙芝居と絵本の読み聞かせ

●オススメ本コーナー
　「2016年は　国際豆年！」
　紅大豆をはじめ、豆に関する本をたくさん展示
　します。

【日 時】12 月 23 日（水・祝）　
　午後４時開場、４時３０分開演

【会 場】
　フレンドリープラザ ･ ロビー

【料 金】一　　  般　2,500 円
　　　  PLA's 会員　2,000 円
　　　  25 歳未満 　1,000 円
　　　  高校生以下　無　　料

12/23（水・祝） フレンドリークラシック２０１５
 クリスマスに贈る雪の中のクロイツェルソナタ

　『クロイツェルソナタ』とはベートー
ヴェンが作曲したヴァイオリンソナタ
第 9 番の通称です。ピアノとヴァイ
オリンが自由奔放かつ華麗に、雄大で
スケールの大きな音楽を紡いでいきま
す。
　演奏は、仙台フィルハーモニー管弦

神谷未穂＆松川儒デュオリサイタル

春待ち音楽祭２０１６出場者募集
　雪解けがはじまり春の足音を感じる２月 27
日㈯ ･28 日㈰の２日間、フレンドリープラザ
を会場に、町内外からかわいい手作り雑貨のお
店やおいしい食べ物いっぱいのお店が集う「春
待ちマルシェ２０１６」が開催されます。
　そして同日、プラザのホールで音楽愛好家の
皆さんに、腕前を存分に発揮していただく音楽
イベント『春待ち音楽祭』を開催します。
　春を待ち望む置賜の人、春待ちマルシェに集
うお客さんにステキな音楽を届けましょう。

■ 開催場所　フレンドリープラザ　ホール 
■ 募集内容　一般・学生、団体・個人を合わ
　　　　　　 せて１０団体程度
＊演奏形態、ジャンルは問いません。
＊演奏時間は 1 団体４５分 ( デハケを含めて )
　を上限とする予定です。
■ 募集期間　平成２７年１２月１６日㈬～
　　　　　　 平成２８年　１月１７日㈰
■ 料　　金　出場、入場ともに無料
■ そ の 他　お問合せはメールでお願いしま
　　　　　　 す。メールがご使用になれない
　　　　　　 場合は電話でも受付けます。

楽団コンサートマスター・ヴァイオリン奏者の神谷未穂
さんと、ソロピアニストとして、また、室内音・声楽伴
奏で貴重なアンサンブルピアニストと
して活躍されている松川儒さんです。

　至福の夕べを、

　　友人 ・恋人 ・家族 ・ お友達と

　　　　　　　　　　　　　　　　ご一緒に。

③
路
上
駐
車
、

夜
間
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　路
上
駐
車
は
道
路
除
雪
や
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
夜

間
の
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の

遅
れ
や
除
雪
が
で
き
な
く
な
る
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
除
雪
作
業
時
間
帯
に
つ
い
て

　
除
雪
作
業
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ

く
早
い
時
間
帯
に
実
施
す
る
よ
う
に

努
め
ま
す
が
、
降
雪
時
間
や
積
雪
状

況
、
除
雪
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
遅
速
が

出
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

②
排
土
砂
作
業
に
つ
い
て

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
田
畑
に
砂
利

が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
く
等
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

③
空
き
地
を
利
用

さ
せ
て
く
だ
さ
い

　
集
落
内
の
除
雪
に
つ
い
て
は
雪
捨

て
場
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
空
き
地

を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。
車
を
運
転
す

る
際
は
、
車
間
距
離
を
十
分
に

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
の
方

は
、
除
雪
車
か
ら
距
離
を
置
い
て

歩
行
し
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

②
雪
を
道
路
に
捨
て
な
い

　屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
や
宅
地

内
に
あ
る
雪
は
、
道
路
（
消
雪
道

路
）、
歩
道
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
道
路
が
狭
く
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
路
面
に
凹
凸

が
で
き
、
歩
行
者
（
特
に
通
学
中

の
児
童
）
や
車
の
交
通
の
妨
げ
の

原
因
に
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

各
自
治
会
内
で
注
意
を
呼
び
掛
け

合
う
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　町
で
は
安
全
・
安
心
な
冬
期
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
万
全
な
除

雪
体
制
を
と
っ
て
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
町
の
除
雪
は
す
べ
て

業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
新
積
雪
の
深
さ
が
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に

な
る
と
出
動
し
ま
す
。

　ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
に
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④
防
火
施
設
や

ご
み
収
集
所
の
除
雪

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
ご
み
収
集
所
等
の
施
設
の
除

雪
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
工
作
物
の
破
損
に
つ
い
て

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
工
作
物
の
破

損
を
受
け
た
場
合
は
、
町
地
域
整
備

課
建
設
管
理
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●国道１１３号
　国土交通省米沢国道維持出張所 
　☎０２３８－３７－５３００
●その他の国道 ･ 県道
　置賜総合支庁建設部 道路計画課
　☎０２３８－２６－６０８０
●町道
　町地域整備課 建設管理グループ
　☎４２－６６４７

米
坂
線

↑
至 

犬
川
駅

県道南陽川西線

矢ノ目
公民館

至 犬川小至 大塚

ＪＡ山形おきたま
川西中央カントリー

犬　川

県道高畠川西線 至 高畠→

至 南陽→

矢
ノ
目
橋

犬
川
橋

県
道
上
伊
佐
沢
川
西
線

川西中

問町地域整備課建設管理グループ（道路管理チーム）☎４２－６６４７

今年度の雪捨て場について
　今年度の雪捨て場は、昨年度同様に「矢ノ目橋」下流右岸と「諏訪橋」
下流左岸の計２箇所を雪捨場として確保していますのでお知らせします。
★排雪時間は、午前８時から午後５時までです。
《注意事項》
・雪捨場内の事故については、責任を負いません。
・「諏訪橋」下流左岸については、ダンプ２ｔまでとします。
　また大型車での雪捨てを禁止します。
・雪以外の土砂及びゴミ等の搬入は禁止します。

諏
訪
神
社

←玉庭

県 道 川 西 小 国 線諏訪橋
羽前小松駅→

犬川

諏訪橋下流左岸
県
道
椿
川
西
線

↑
飯
豊
町

●  

●  

●
問
い
合
せ
先
●  

●  

●
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大根と厚揚げの煮物
✿ 材料＜４人分＞
○大根　　 　
○にんじん
○厚揚げ
○しょうゆ
○砂糖
○みりん　　　　
　　    　　　 
✿ 作り方
①　大根は半月切りにし、厚揚げは食べやすい大
　　きさに切る。にんじんは拍子木切りにする。
②　鍋に大根・厚揚げ・にんじんを入れ、具が隠
　　れる程度の水と調味料を入れ、ゆっくりと煮
　　含める。

食育
推進

　季節ごとの行事やお祝いの日に食べる特別の料理を
『行事食』といいます。行事食には家族の幸せや健康
を願う意味がこめられており、旬の食材の働きを上手
に体に取り入れる工夫がされています。これからの季
節の行事食には、寒い冬を元気に過ごす為の知恵が隠
れています。

行事食で
　冬を元気に！！Interviewer

小形　繁
しげゆき

之さん
　　　（下平柳）
　　　　　　

▼これまでの歩み
　小形家では、水稲のほかＷＣＳ、牧草を栽培してい
るほか、子牛の生産も行ってます。

　畜産部門を私が、田んぼに関わることは、父と私で
協力しながら作業を行っています。

▼農業に従事するきっかけ
　私が農業に従事するようになって今年で 4 年目を迎
えました。小さいころから牛を飼っていたので、よく
牛小屋で父の手伝いをしたり、田んぼでわら集めをし
て、それを牛に食べさせたりと、田んぼも、牛の世話
も凄く身近でした。
　そのため、子どものころから「いずれは農家を継ぐ
のかな」と、ずっと考えていて、まずは乳牛関係の仕
事で一年間働きましたが、いずれ農業をするのなら若
いうちからと思い、その翌年から専業農家として働い
ています。

▼農業の面白さ、難しさ
　田んぼでいえば、春から種をまき、田植えをして、
その後も草刈りや水管理など、とにかく手をかけてき
たお米を収穫しているときが、一番うれしいです。
　子牛についても、自分が一生懸命育てた牛が、市場
で高い評価をもらえたときは本当にうれしいです。
　子牛を出荷するときは、何とも言えないさびしい気
持ちになるときもありますが、そこは割り切って、一
生懸命育てています。

▼青年部活動
　地区の青年部では、小学生と一緒にお米や野菜を育
てて、食べる「食農教育」を行っています。
　今年、収穫したジャガイモを小学生と一緒に食べた
とき、「いつも食べるじゃがいもよりも、格別におい
しい」と言ってもらえたとこがすごくうれしくて、食
農教育にやりがいを感じました。

▼最後に
　今はまだ、すべての作業を 1 人でこなすことができ
ないので、まずはすべての
作業を自分の力でやり遂げ
たいです。
　そのうえで、子牛の増頭
や、田んぼの規模拡大を視
野に入れて取り組んでいき
たいです。

◆ シ リ ー ズ ７  ～ 農 業 編 ～
明日へのバトン
みらい

子どもの「おいしい！」が一番！
体を温める作
用のある根菜
類を豊富に含
んだ一品

４００ｇ
１００ｇ
１枚
大さじ３
大さじ３
大さじ１

冬至かぼちゃ（今年の冬至は１２月２２日）
　「ん」のつく食べ物を食べ、運を呼び寄せるとされ
ます。主に南瓜（別名：なんきん）や地域によっては
大根を炊いて食べます。

七草粥（１月７日）
 　七草とは、芹・なずな・ごぎょう・はこべら・ほと
けのざ・すずな・すずしろの七種のことで、新年にあ
たり野草を食べるとその強い生命力にあやかり長生き
ができるとされます。
　
　どちらも野菜の少ない冬に不足
しがちなビタミンを補うための知
恵だといわれます。
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　１２月１日、玉庭保育所でおゆうぎ会が行われ、１１人の園児たちが笑
顔いっぱいで歌や踊りを披露しました。
　写真は、女の子たちで結成された「未来形アイドル」
　５人のアイドルたちは、カラフルな衣装に身を包み、かわいらしいダン
スを披露しました。

主な内容

かわにしかわにし

冬に備える P2～３

マイナンバー関連
P6～7軽自動車税が変わります
P8

川西女性議会開催 P２4～２5

未来形アイドル結成
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